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北栄三班使臣考

友　永 植

A Study o1“Sα肴抜誹S旨Cellg” during the Northern Song

　　　　　　　　　　　　　　SHOXUTOMOXAGA

　　This articleis a study oP‘SaれBaR Shi CkM三班使臣”during the No吋km Song北宋Dynasty.The

system oいS四肢訊三班”as pure aides to the Emperor in the 聡dW五代Period changed itsqualitative

and quantitativecharacter and lost the role of being aides.However,“S皿Ba肴Shi Ckがholding the role

o1“Ge Mal Zhi HOM開門祗候”which served as aides to the Emperor， newly appeared and maintained

despotism by the Emperor.

序言

　近年の末代史研究における特色のひとつは，

梅原郁氏の『末代官僚制度研究』1)の上梓に象徴

されるごとく，官制研究の目覚ましい進展であ

ろう｡筆者も宋朝皇帝独裁体制の解明の上から，

特にこの分野に興味を抱いてきた。従来，末代

官僚研究は文臣科挙官僚の分析が中心であった

が,筆者はかねて武臣官僚の存在意義に注目し，

先に下級武官の三班号臣記関して唐・五代にお

ける遡及的考察を行った2)。小論はこれの続編

で，北末の三班使臣について考察したものであ

る。三班使臣に関しては，すでに小岩井弘光・

梅原郁両氏が高説を発表され3)，筆者としても

多分のご教示をえた。とくに梅原氏のご高論は

武官全体を覆うもので，これによって武官体系

の大枠を鳥瞰することが可能になった。小論で

はかかる両氏の高説を踏まえ，唐・五代の延長

線上に末代の三班使臣を据えて，特に末初にお

ける三班組織の変質の政治史的意味を考えてみ

たい。

　末代の三班使臣を論じるにあたり，唐・五代

のそれについて簡単に卑見を述べておこう。な

お，三班使臣の呼称は末代に至って始めて用い

られるのであるが，本稿では便宜的に唐・五代
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に関しても使用することにする。三班使臣(唐･

五代の供奉官･殿直・承旨)は唐代中期に設けられ

た内庭における令外の雑掌で，唐では内宮が任

ぜられた4)。五代では皇帝潜竜時代の旧臣など

の親信士人が起用され5)，軍事を中心に警察あ

るいは財務に関する末端業務を督御して，皇帝

権力の地方および国政末端部局への浸透に甚だ

寄与した6)。まさに皇帝の耳目爪牙として活動

し，その中央集権化と独裁権の維持・強化に与

って宋朝体制の確立に重要な役割を演じたので

あった。

　　　　　　１　三班使臣の活動

　軍事緊要な五代において三班使臣は主に軍

事・警察関係の任務を担わされたことから，宋

におよぶと官制上では武官の班序を示す階称す

なわち寄禄官として扱われ，その担当職務は差

遣と称されるようになった7）。

　そこで，先ず三班使臣が任じられた差遣およ

び臨時に拝命した任務を検討してみよう。以下

にr続資治通鑑長編』（以下『長編』）と『宋史』か

らそれらを抽出するが，通常の差遣に該当する

ものは史例が多数にのぽるため表示した。また

本論における考察は主として北宋前半を対象と

するので，時代は仁宗朝あたりまでに限った。
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（1）知州軍・知県

表１－ａ (出典『長編』)

巻 時　代 人　　名 三班官 閤
職
知
州
差　　遺

45

ﾉﾉ

μ

46

52

54

55

57

65

66

79

82

ﾉﾉ

88

89

91

92

ﾉﾉ

μ

ﾉﾉ

ﾉﾉ

93

95

101

111

112

115

116

　μ

120

123

133

151

181

195

真　宗
咸　平

　　2/7

　　2/9

　ﾉﾉ

　　3/1

　　5/5

　　6/4

　　6/6

景　徳

　1/閑4

　　4/3

　　4/8

大中祥符
　5/10

　　7/6

　　7/4

　　9/9

天　確
　　1/5

　　2/2

　　2/5

　ﾉﾌ

　μ

　ﾉﾉ

　ﾉﾉ

　　3/4

　　4/2

仁　宗

天　型
　1/12

明　道

　　1/8

　2/11

景　妬
　1/10

　　2/2

　　2/5

　　2/4

宝　元

　　2/6

慶　暦

　　1/8

　　4/7

至　和

　2/12

嘉　砧
　6/12

孫存古

馮　　励

張従古

橋懐古

馬　　済

丁惟清

丁　　璋

費　　宗

袁ヽ継遷

張崇貴

曹永吉

宋　　責

　？

蒙　　吐

張崇浚

張　　倫

銭　　締

　ﾉﾉ

劉永崇

史　　方

　ﾉﾉ

盧　　鑑

張　　淡

郵　　雅

高継嵩

折継宣

斉宗矩

呉守則

田　　丙

劉允古

張昭銘

王除慶

李康伯

蒙全会

郭　　鴛

崇　班

崇　班

供　奉

供　奉

侍　禁

侍　禁

供　奉

供　奉

殿　直

殿　直

供　奉

侍　禁

使　臣

殿　直

殿　直

崇　班

崇　班

承　制

左侍禁

右侍禁

西供奉

崇　班

供　奉

承　制

崇　班

右殿直

承　制

束供奉

東供泰

西供奉

崇　班

侍　禁

左侍禁

奉　職

承　制

○

Ｏ

○

○

○

○

Ｏ

○

○

○

○

Ｏ

○

○

○

Ｏ

Ｏ

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

Ｏ

○

○

○

○

Ｏ

○

○

○

Ｏ

Ｏ

○

知朗州

知宜州

知宜州

知蜀州

知順安軍

知西涼州

知澗州

肖嵐軍使

知廉州

知懐遠軍

知宜州

知江安県

知辰州･鼎州

知帰化州

知臨江軍新洽県

知鎮戎軍

知辰州

知鳳州

知施州

知澄州

知辰州

知保州

知部州

知宜州

知鎮戎軍

知府州

知隔州

知臨江軍

知貴州

知施州

知辰州

知漕州

知濾州

知安化州

知豊州

※紙幅の関係から三班官の名称は適宜省略した。以下の表

　についても同様。
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表１－ｂ (出典『宋史』)

巻 皇　帝 人　　名 三班官
闇
職
知
州 差　　遺

309

326

　μ

　ﾉﾉ

　ﾉﾉ

　ﾉﾉ

325

　μ

326

335

259

　μ

273

254

290

258

251

276

真　宗

　　μ

　　ﾉﾉ

　　ﾉﾉ

　　μ

真　宗

　　　７　－　ふ仁　ｙ

　　μ

　一　心仁　ｙ

　　刀

　　ﾉﾉ

太　組

　　ﾉﾉ

　　ﾉﾉ

太　宗

　　ﾉﾉ

真　宗

　　ﾉﾉ

　　ﾉﾉ

間日新

史　　方

　ﾉﾉ

慮　　鑑

張昭遠

慮　　鑑

王仲宝

　ﾉﾉ

康徳輿

抑世衡

袁継患

部守文

李継溥

侯延広

孫継部

首　　燦

慕容徳深

張従吉

崇　班

右殿直

西供奉

右侍禁

左殿直

西供奉

左殿直

崇　班

崇　班

崇　班

右殿直

西供奉

東供奉

西供奉

西供奉

西供奉

崇　班

供　奉

Ｏ

Ｏ

○

○

○

Ｏ

Ｏ

Ｏ

○

○

○

○

○

○

○

○

○

Ｏ

Ｏ

○

○

知剣門県

知耶州、知濃州

知辰州･知曼州

知儀州

知火山軍

知利州･保州･原
州･環州･丹州･知
広信軍

知信安軍

知鎮戎軍

知原州･慶州

知青澗城

知雲軍

知簡州

知慈州･行石州

知霊州

知環州

知澗州

知爺州

知宜州

　上表のごとく辺防との関係からであろう，沿

辺の州・軍・県の長官に任用された。

（2）都監・監押

表２－ａ (出典『長編』)

巻 時　代 人　物 三班官 閤
職 差　　遣

　８

ﾉﾉ

14

27

36

45

46

47

66

ﾉﾉ

67

90

103

107

　ﾉﾉ

太　組
乾　徳
　　5/1

　5/11
開　宝

　　6/1
太　宗

雍　煕
　3/12

淳　化

　　5/5
真　宗

咸　平

　　2/9

　　3/1

　3/11

　　4/8

　ﾉﾉ

　4/10

天　禧

＿1堕
仁　万ぺ
天　聖

　　3/8

　　7/2

　　7/3

王漢英

武仁晦

傅廷絵

馬知節

辛　　規

斉　　塙

焦守節

張　　瑕

何　　栄

銭　　吉

韓　　明

王日用

趙士隆

曹利渉

何九齢

供　奉

供　奉

殿　直

東供奉

供　奉

供　奉

侍　禁

崇　班

崇　班

奉　職

殿　直

左殿直

崇　班

左侍禁

右殿直

Ｏ

○

○

○

○

△

Ｏ

△

○

△

△

△

新津監押

嘉州監押

口州監押

監博州軍

　（梓州？）監軍

寧化軍監押

荊湖･江浙都巡検
司都監

霊州都監

広州鈴轄

天河商監押

柳城蘇監押

寿州兵馬都監

合道･石昌商都監

趙州都監

貝州兵馬監押
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０
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／
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／
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Ｉ
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万
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２
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　3/6

3/10

　4/5

刀

　
／
　
　
／
／
１

が
４
万
万
″
ｈ
り
７
貿
閏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／

高　　徳

高継嵩

孚
文
訓
序
錫
政
慶
立
吉

　
　
　
昭
永
　
　
　
　
元
μ

張
王
盧
王
高
劉
王
張
耶

元
鯨
遂
桔
異
方
伯

継
　
　
　
　
　
　
康
力

王
王
韓
孫
張
孟
李

王継元

石　　平

王継元

秋　　青

桑　　憚

簡
亨
釣

　
萬
李
李
劉

胡継愕

緯
顕
古
文
班

李
王
孫
王
秦

張継勲

左殿直

崇　班

右侍禁

左侍禁

右侍禁

右侍禁

右侍禁

奉
禁
職
禁
奉
禁

供
侍
　
侍
供
侍

西
右
奉
左
西
右

右侍禁

左殿直

左殿直

西供奉

西供奉

左侍禁

　ﾉﾉ

左侍禁

東供奉

右侍禁

右侍禁

崇　班

左侍禁

左侍禁

右侍禁

承　制

右侍禁

殿　直

殿侍

崇　班

右侍禁

東供奉

制
班
班
制

承
崇
崇
承

保
文
賀
岳

王
王
劉
李

許思純

董　　謙

斉再昇

劉　　泄

張昭亮

李　　顕

張克明

牧
貴
臣
卿
灘
質
吉

　
　
良
舜
　
　
文

趙
章
李
賓
劉
赦
馮

左侍禁

左殿直

東供奉

右侍禁

崇　班

西供奉

東供泰

東供奉

西供奉

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

Ｏ

○

△

Ｏ

△

○

△

○

△

○

○

△

△

△

Ｏ

△
○
○
○

○
○
○

○

○

○

○

△

△

△

○

△

△
○
　
○
△

Ｏ
　
　
Ｏ

制
班
班
制
制

承
崇
崇
承
承

普義泰監押

浹西都監

盧山蘇兵馬監押

寧州都監

柔遠商監押

漕州都部署

定胡斬監押

淮安鎮都監

柔遠泰監押

東谷泰監押

遠安泰都監

塞門泰都監

永平泰監押

　　　刀

　（拷桂泰？）監押

乾興商監押

金明斬都監

延州都監

邨延路安無都監

均州都監

塞門泰都監

秦鳳都監

塞門泰兵馬監押

座州都監

理原駐泊都監

浹西郡押兵士

鎮戎軍監押

三川泰監押

銕州都監

秦州駐泊都監

寧遠泰兵馬監押

権豊州兵馬監押

浬原都監

永寧泰監押

権慶州都監

座原都監

　　　ﾉﾉ

環慶都監

鎮戎軍都監

瓦亭商都監

理原都監巡検司歩
軍監押

秦鳳都監

瓦亭泰監押

興元府都監

遂州駐泊都監

潭州都監

安撫都監

権保州都監

邨州都監

郵州路都監

水洛城都監

大名府鈴轄

恩州都監

　ﾉﾉ
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２
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４
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５
８
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Ｑ
　
Ｓ
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皇1漕

　4/5
万
万
μ

　4/9

　5/2

　5/3

嘉　妬
　1/11

　3/3

　6/7

趙惟－

澗
粛
用
貴
貴

　
　
　
日

呂
李
王
馬
章

孫宗且

于　　震

坦懐恩

張　　忠

馬　　寧

馬允正

右侍禁 △

○
　
△

－－
班
職

崇
奉

東供奉

右殿直

右侍禁

承　制

東供奉

崇　班

右殿直

借　職

左侍禁

○

○

○

○

｢sl

△

○

○

○

△

梅州都監

大名府路都監

謳州権都監

横州監押

康州監押

詔州都監

荊湖南路江南西路
都監

広南西路都監

広南西路都監

単州監押

臨察堡監押

　（前）滴井監監押

表２－ｂ　　　　　　　　　　　（出典「宋史」）

巻 皇　帝 人　　名 三班官 闇職
路
分 差　　遺

259

273

290

254

268

308

　ﾉﾉ

　ﾉﾉ

　ﾉﾉ

　ﾉﾉ

　ﾉﾉ

290

　ﾉﾉ

261

309

326

　ﾉﾉ

　ﾉﾉ
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　ﾉﾌ

326

323

　ﾉﾌ

　ﾉﾌ

　ﾉﾌ

324

325

　ﾉﾉ

　ﾉﾉ

326

　ﾉﾉ

349

　ﾉﾉ

　ﾉﾉ

　ﾉﾉ

326

太　組

　　μ

太　宗

　　ﾉﾉ

　　ﾉﾉ

　　ﾉﾉ

　　ﾉﾉ

　　ﾉﾉ

　　ﾉﾉ

　　ﾉﾉ

太宗？

真　宗

　　ﾉﾉ

　　ﾉﾉ
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　　μ

　　ﾉﾌ

　　μ

真宗？

　　ﾉﾌ

真宗
一４．？仁7E

－　ら仁　7Ji

　　ﾉﾉ

　　ﾉﾉ

　　ﾉﾉ

　　ﾉﾉ

　　ﾉﾉ

　　ﾉﾉ

　　7ﾉ

　　ﾉﾉ

　　ﾉﾉ

　　ﾉﾉ

　　ﾉﾉ

　　ﾉﾉ

　　ﾉﾉ

仁宗？

袁継忠

李謙溥

孫継鄭

侯延広

楊守－

上官正

装　　済

　　ﾉﾉ

季継室

　　ﾉﾉ

張　　卿

郭　　速

　　ﾉﾉ

焦守節

間日新

盧　　鑑

　　μ

　　μ

馬懐忠

　　ﾉﾉ

張平君

安　　俊

　　ﾉﾉ

　　ﾉﾉ

張　　孜

粗玉隆

郭　　遵

桑　　憚

　　ﾉﾉ

康徳興

　　ﾉﾉ

赦　　質

　　ﾉﾉ

　　ﾉﾉ

盧　　政

郭　　恩

右殿直

束供奉

西供奉

西供奉

右殿直

供　奉

殿　直

　ﾉﾉ

供　奉

　μ

殿　直

奉　職

奉職？

左殿直

崇　班

右殿直

　ﾉﾉ

西供奉

奉　職

右侍禁

奉　職

東供奉

崇　班

　ﾉﾉ

供　奉

　？

左侍禁

西供奉

崇　班

崇　班

　ﾉﾉ

供　奉

承　制

　μ

供　奉

崇　班

○

○

○

Ｏ

○

Ｏ

○

○

○

Ｏ

○

Ｏ

○

○

○

○

○

Ｏ

○

△

△

△

△

○

△

△

○

○

△

○

△

○

○

△

○

○

△

○

○

○

Ｏ

△

○

○

△

○

嘉･蜀二州監軍

沿州路都監

邨延路兵馬都監

護延州軍

護登州兵

天雄監軍

天威軍兵馬監押

易州監軍

部･寧･慶三州巡検
(司)都監

貝州監軍

款州監軍

真定兵馬監押

環慶兵馬都監

示談゛荊奏兵

永興軍駐泊都監

邨延路兵馬都監

利州都監

環慶路都監

青澗城兵馬監押

邨延路都監

？駐泊都監

環州都監

環慶路都監

座原路都監

陳州兵馬都監

那寧･環慶路都監

柔遠喬兵馬監押

広西駐泊都監

座原路兵馬都監

河陰兵馬都監

益州路兵馬轄

府州駐泊都監

井代路都監

井代路同鈴轄

徳州兵馬監押

秦鳳路兵馬都監
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職
班
禁
班

　
　
侍
　
　
が

奉
崇
左
崇

卿
英
済

舜
　
兼
μ
が

賓
武
劉

○
○
○

ＩＯ
Ｏ
Ｏ

○ ○

府州兵馬監押

環慶路駐泊都監

邨延路兵馬都監

梓爺路鈴轄

浬原路鈴轄

　※○鈴轄･都部署,○路分部監,△州都監

　都監あるいは監押とは，r宋史丿巻167，職官

７，路分都監の項に

　　路分都監,掌本路禁旅屯戌辺防訓練之政令，

　　以粛清所部。州府以下部監，皆掌其本城屯

　　駐兵甲訓練差使之事，資浅者為監押。

とあるごとく，路および府・州に置かれ，屯監

禁軍の平時・有事の軍事行動を統轄する職事で

あった。ところで，沿辺の路・州には管区の軍

事を総攬する長官，部総管(都部署)が置かれて

いた8)ことから，沿辺の都監･監押は都総管など

屯駐禁軍の統兵官に添差され，同じく禁軍の統

轄に与ることで彼らによる統帥権の檀用を制肘

する役割を果たしたものと考える9)。『宋史』巻

278，馬知節伝に

　　馬知節‥･年十八，監彭州兵，以厳芭衆，衆

　　保之如老将。

とあり，彭州監軍馬知節の厳格な執務態度に皆

彼を保ったというが，監軍としての知節の使命

感を窺うことができよう。

　ところで，かかる職事は五代において禁軍の

屯監や臨時の軍事行動に際し，三班使臣が任ぜ

られた軍隊の監護の職が制度化されたものに外

ならない6)。

③　寮主

表3

万
万

131

３
５
６
８
１
７

３
３
３
３
５
ｒ
ａ

１
１
１
１
１
１

172

186

慶

皇

嘉

３
５
　
４
８
４
５
０
８
２
　
４

／
／

暦

／
／
／
／
―
／
１

銘

／

１
１
　
１
１
２
２
／
４
／
　
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
C
O
r
）

李継明

高延徳

趙　　禧

王世塵

寧
震
貴
雅
遇

　
嘉
　
大
志

寇
譚
張
裴
張

張

李

口

実

新

爽

西供奉

承　制

左殿直

侍　禁

東供奉

承　制

崇　班

右殿直

左殿直

右侍禁

右殿直

○
○

乾興寮主

塞門塞主

西谷纂主

寧遠塞主

安塞喬主

柔遠喬主

天聖塞主

得勝塞主

瓦亭纂主

横山喬主

西平塞主

表３－ｂ　　　　　　　　　　　　咄典r未則）

巻 皇　帝 人　　名 三班官
同
職 差　　遺

323

325

326

324

325

真宗？

仁　宗

仁宗？

　？

　？

馬懐徳

郭　　遵

郭　　恩

劉　　泄

武　　英

奉　職

左侍禁

左侍禁

崇　班

右侍禁

○

○

○

○

南安砦主

三陽砦主

粛遠砦主

権水洛城砦主

洪徳楽主･柔遠喬主
(仁宗)

　塞主あるいは砦主とは，r宋史』巻167，職官

７，鎮砦官の項に

　　砦置於険拒，控禦去處。設砦官，招収土軍，

　　閲習武芸，以防盗賊。凡杖罪以上，並解本

　　県，余聴決選。

とあるごとく，山間の要衝に置かれた軍事施設

の長官である砦官と考えられる。これによると

砦主は土民軍を編成し治安の維持にあたる外，

下級の裁判権も委ねられていたごとくである。

（4）巡検使

表４－ａ (出典｢長編｣)

-ａ (出典『長編』)

巻 時代 人　　名 三班官
闇
職 差　　遺

　52

103

106

126

μ

ﾉﾉ

刀

ﾉﾉ

ﾉﾉ

リ

リ

。6j

　1/1

　ﾉﾉ

　ﾅ2

　μ

　ﾉﾉ

段守倫

趙　　振

李　笥

武　　英

資　　慶

王継元

王　　銘

高　　益

曹　　度

侍　禁

左侍禁

借　職

左侍禁

右侍禁

左侍禁

左侍禁

左殿直

奉　職

○

○

○

洪徳喬主

洪徳塞主

氾州七源州権楽主

柔遠塞圭

東谷喬主

安遠喬主

　　ﾉﾉ

拷槌泰圭

太抜塞主

巻 時　代 人　　名 三班官 闇職
都
巡 差　　遺

36

45

46

ﾉﾉ

52

59

66

ﾉﾉ

67

ルフE

　5/5

忿皐

　2/9

　3/1

　ﾉﾉ

　5/5

゛誤

　4/8

　4/9

　4/10

盧　斌

武継栄

橋守遵

孫正辞

王　　汀

張　　越

張守栄

　ﾉﾉ

許　　貴

崇　班

供　奉

崇　班

供　奉

崇　班

供　奉

侍　禁

供　奉

奉　職

Ｏ

○

○

△

○

○

○

○

△

△

(梓州？)都巡検

桂･昭等巡検

荊湖･江浙都巡検
副使

(四川)諸州都巡検
使

縁辺都巡検副使

商州都巡検便

桂･昭等同巡検

ａ州巡検

桂･象等同巡検
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５
　
　
　
皇

倫
玉
謨
明

　
　
　
　
　
継

張
馬
王
李

康ハ元

曹克巳

高継崇

昭
孚
遵
憚
忠
和
龍

　
　
　
　
　
蚤
継
士

孫
張
楊
桑
李
史
組

邨仁両

部　　遵

万侯政

胡継房

謝言行

慕　　恩

珠
凱
Ｓ

趙
王
張

勲
質
璃
遵
央
臣
斌
璃
古
志
用
瀧

志
　
　
　
　
　
良
　
　
　
　
保
徳

李
教
相
楊
眺
李
唐
宋
顔
折
李
劉

史 克順

　
臣
迪
吉
遇
徳
用

μ
良
博
　
延
懐

　
李
安
賓
李
馬
李

実
務
徳
安
香

店
頭
惟
士

張
張
王
高
呉

○
○
―　
○
―奉
直
供
殿

殿

奉

殿

直

職

直

供　奉

供　奉

承　制

侍　禁

供　奉

殿　直

右殿直

崇　班

侍　禁

侍　禁

左侍禁

西供奉

承　制

右殿直

右侍禁

東供奉

崇　班

右殿直

奉
班
班
奉

供
　
　
　
供

東
崇
崇
東

右侍禁

左殿直

奉　職

右侍禁

左殿直

右殿直

右侍禁

崇　班

右侍禁

　77

○

○

Ｏ

Ｏ

○

○

○

○

○

○

○

○

○

Ｏ

○

○

○

Ｏ

○

Ｏ

○

△

○

△

○

○

○

○

○

○
○
○

△

△

○

　
　
　
　
　
　
　
　
△

○
　
　
　
　
　
　
　
　
○

直
職
職
直
班
制
直

殿
　
　
　
殿
　
　
　
　
殿

右
奉
奉
右
崇
承
右

　
直
　
　
直

μ
殿
が
殿

　
左
　
　
右

○ ○

Ｏ

△

辰州都巡検使

宜等十州同巡検

縁淮巡検

　（環州？）巡検

辰･漕･鼎州都巡検

辰･漕･鼎州縁辺都
巡検

環州縁辺巡検

都大巡検汗河提

大康蘇駐泊巡検

慶州縁辺都巡検使

永安斬巡検

瓊･崖州同巡検

階ヽ鳳等州都巡検

鳳州巡検

北路巡検使

延州西路都巡検便

慶州東路都巡検

保安軍小胡等族巡
検

西京等處都巡検

環州烏貴族環州島
貴族蕃官巡検

邨州･慶環路都巡

検

麟府路沿辺都巡検

麟府州道路巡検

京城東巡検

折代都巡検

西路都巡検

座原路都巡検

龍竿城弓箭手巡検

西路巡検

淫原同巡検

折州巡検

達州巡検

延州蕃官巡検

宜・融縁辺巡検

澗州西路巡検

保州広順軍管界巡
検

渾州　　か

鎮戎軍巡検

慶州星葉族巡検

環州蘇家族巡検

索幹九族巡検

青潤城都巡検

雄覇州縁界河巡検

権磁州管界巡検

果州同巡検

昌･貴等州都巡検

ａ州都巡検

欽･横州同巡検
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N

／
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／
／
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¥
1
Q
　
l
r
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C
9

9

μ
７
７
　
μ

　
　
１
１

　μ

175

　刀

176

181

189

190

　5/7

ﾂﾞM

　2/11

嘉　砧
　ご

魏承憲

李　　貴

王世寧

王　　成

劉　　荘

趙　　滋

　　ﾉﾉ

慕容允明

張安世

甘昭吉

滅　孚

左侍禁

借　職

右侍禁

崇　班

東供奉

右侍禁

　ﾉﾌ

借　職

右殿直

崇　班

左侍禁

△

○

Ｏ

△

Ｏ

○

○

△

○

嘉州巡検

桂一宜･柳州巡検

広南東路海上巡検

ｌ･貴･欽･横･濤･
－都巡検

渓洞都巡検

丿塑･原･儀･潤一鎮戎

軍都巡検

鏡戎軍西路都巡検

瓊･崖州巡検

鏡府井旧豊州縁辺

巡検

京東路都巡検

處州巡検

表４－ｂ　　　　　　　　　　　（出典「宋史」）

巻 皇　帝 人　　名 三班官 頴 都
巡 差　　遺

273

259

254

255

253

308

　ﾉﾉ

309

　が

323

326

　/7

　μ

　ﾉﾉ

　ﾉﾉ

325

　刀

　ﾌﾉ

323

324

　μ

　ﾉﾉ

325

　μ

　ﾉﾉ

326

　ﾉﾉ

324

326

325

　ﾉﾉ

太　組

　　ﾉﾉ

　　　心太　ボ

　　/ﾉ

　　ﾉﾉ

　　刀

太宗？

　　　心真　ｙ

　　ﾉﾉ

　　ﾉﾉ

　　ﾉﾉ

　　μ

　　ﾉﾉ

　　μ

　　μ

真宗

　-一一？
仁クJX

　　ﾉﾉ

　　ﾉﾉ

　ｰ　ら仁　ｙ

　　ﾉﾉ

　　ﾉﾉ

　　ﾉﾉ

　　ﾉﾉ

　　μ

　　ﾉﾉ

　　ﾉﾉ

　　ﾉﾉ

仁宗？

　　刀

　　ﾉﾉ

　　μ

李謙溥

袁継忠

僕延広

王　　凱

李継周

盧　　斌

張　　慰

謝徳権

　　ﾉﾉ

馬懐徳

史　　方

　　が

盧　　鑑

侍其曙

張昭遠

王仲宝

　　ﾉﾉ

張君平

厄　　恪

趙　　滋

　　刀

　　ﾉﾉ

郭　　遵

　　μ

桑　　憚

張　　田

康徳輿

劉　　薦

郭　　恩

武　　英

　　μ

東供奉

右殿直

西供奉

右侍禁

崇　班

供　奉

崇　班

殿　直

右侍禁

　ﾌﾉ

奉　職

西供奉

右殿直

　ﾉﾉ

左殿直

右殿直

左殿直

奉　職

崇　班

左侍禁

　ﾉﾌ

　ﾉﾉ

左殿直

左侍禁

右殿直

　μ

　ﾉﾉ

供　奉

左侍禁

右殿直

右侍禁

○

Ｏ

○

○

○

Ｏ

Ｏ

○

寄

○

○

Ｏ

Ｏ

○

○

○

○

○

○

○

○

○

Ｏ

○

△

○

○

○

○

△

△

△

○

○

○

○

△

○

○

○

○

△

○

晋･黒総辺鄙巡検

天平軍巡検

　（延州）縁辺巡検

定･刑･趙都巡検便

新帰明諸族都巡検

梓･遂十二州都巡
検

鎮･定･刑･趙･山西
土門跡都巡検

映西巡検

広･詔･英･雄･連･
賀･元州都巡検

　（延州？）東路都
巡検

潭･漕･鼎沿辺同巡

検

辰州沿辺渓澗鄙7j

鳳翔･秦･陵･階･成
等州都巡検

蘇･杭･湖･秀等州
都巡検

折州都巡検

鎮･定･保･深･氷寧
天雄六州軍巡検

沢･廼･晋･締･慈･

黒･威勝軍巡検

容･白等巡検

慶州北跡都巡検

庶原･儀清都巡検

鎮戎軍西跡都巡検

京東東跡都巡検

井代跡巡検

延州西跡都巡検

永安蘇巡検

麟府州道跡巡検

開封府四跡都巡検

鎮戎軍四跡都巡検

延州西路都巡検

折･代州同巡検

環州都巡検

※○都巡検 △複数州の巡検
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　巡検使は『宋史』に｢掌訓治甲兵，巡週州邑，

檎捕盗賊之事｣1o)とあるごとく，州県の警察業務

を掌る職事であるが，五代においてすでに三班

使臣の職任であった6)。

（5）監当官

表5 -ａ (出典｢長編｣〉

巻 皇　帝 人　名 三班官 回 差　　遺

21

28

μ

56

64

91

ﾉﾉ

刀

92

96

97

ﾉﾉ

ﾉﾉ

100

101

102

106

116

126

　μ

129

131

135

137

140

152

　ﾉﾉ

　ﾉﾉ

　ﾉﾉ

　ﾉﾉ

153

157

太　宗

太平興国

　　5/2

雍　煕
４／４

　μ

真　宗

景　徳
　　1/7

　3/12

天　禧
2/閏４

　ﾉﾉ

　ﾉﾉ

　　2/6

　　4/9

　　5/4

　ﾉﾌ

　ﾉﾉ

仁　宗

天　聖
　　1/5

　1/11

　　2/8

　　6/2

景　妬
　　2/4

康　定
　　1/1

　　1/2

　1/11

慶　暦
　　1/2

　　2/1

　　2/7

　　3/4

　　4/9

　ﾉﾉ

　ﾉﾉ

　μ

　刀

　4/11

　5/10

李　　誇

張　　平

　ﾉﾉ

　？

黄慶集

彭士漢

儒　　覇

儒　　聴

漢光沢

穆　　介

石惟清

王承珊

張　　惟

歌　　達

何承前

王懐釣

王世融

折惟寧

魯　　経

蔀文仲

石　　平

弛　　斌

事志勲

耶　　保

蒙守忠

章　･贋

侍其妓

　ﾉﾉ

貧世永

　ﾉﾉ

劉　　監

　？

殿　直

右殿直

供　奉

使　臣

供　職

右殿直

借　職

借　職

三班使
　臣

殿　直

承　制

崇　班

供　奉

殿　直

殿　直

奉　職

承　制

右殿直

右殿直

侍　禁

東供奉

崇　班

東供奉

殿　侍

右侍禁

右侍禁

左殿直

右殿直

右侍禁

　ﾉﾉ

右殿直

奉　職

○

○

Ｏ

監牧許州

監市木秦龍

監陽平都本務兼造船
場

監在京諸倉

監彬州塩酒

于
監許･陳･鄭州塩税

内地監当

|事材場監官

監乾寧独流塞屯田務

監興平蘇酒税

監晋州塩税

監鋏州税

定州龍泉鎮監酒

監吉州税

広南監当

監徳勝塞酒税

監陽博隆城酒税

監当

監昌順絲酒税

監和州税

監岳州茶塩酒税

監保州草場

監曹州倉

監保州屯田務

監邨州舎

監進奏院（？）

淮南監当

168

187

皇

嘉

漕 王惟徳

王　燥

奉　職

右侍禁

監盧州税

監昌州税

表５－ｂ　　　　　　　　　　　（出典「宋史」）

巻 皇　帝 人　名 三班官
閤
職 差　　遣

257

255

　ﾉﾉ

　ﾉﾉ

326

μ

太　宗

　　ﾉﾌ

　　ﾉﾉ

　　ｶﾞ

真　宗

仁　宗

李継昌

王　凱

　　ﾉﾉ

　　μ

盧　　鑑

賞舜賑

東供奉

奉　職

右殿直

　が・

奉　職

奉　職

監大名府商税

監鳳翔悠屋税

監益州市買院

監在京草場

監坊州酒税

監平郷蘇酒税

表５－ｃ　その他の財務 (出典｢宋史｣)

巻 皇　帝 人　名 三班官
閤
職 差　　遺

273

299

324

309

326

309

326

　　　心太　ﾝｼﾞ

　　ﾉﾉ

　　ﾉﾉ

　　　心真　7J-，

　　ﾉﾉ

　　ﾉﾌ

　ｰ　心仁　y

李允正

李　　溥

李允則

謝徳権

侍其曙

閣日新

康徳輿

供　奉

左特禁

左殿直

右特権

左侍禁

供　奉

右殿直

○

○

○

掌左蔵庫

提挙在京倉草場

典静式軍棺場

提点京城倉草場

　　ﾉﾉ

提点雄覇静戒軍権場

勾当棺貨務

　監当官は(茶塩酒税場務征輸及冶鋳之事押)，

すなわち専売・商税に関する末端業務を掌る職

事であり，末代では国家収入の半ばを占めると

いわれる課入を掌る要務であった。五代におい

てすでに三班使臣が官物を監掌していた事例は

先論で指摘した6)。なお，その他財務に関する差

遣と見られるものも併せ表示した。

（6）走馬承受公事

表６－ａ (出典｢長編｣)

巻 時　代 人　　名 三班官 同
職

差　　遺

41

54

63

65

115

126

194

太　宗

至　道

　　3/2

真　宗

咸　平
　　6/5

景　徳
　　3/7

　　4/5

仁　宗

景　砧

　1/12

康　定
　　1/2

嘉　妬
　　6/8

劉文質

尹　　能

王　　白

　？

地徳宣

蔀文仲

林　　仲

供　奉

殿　直

使　臣

使　臣

右侍禁

西供奉

左侍禁

西浙転運使承受公事

定州路承受公事

代州承受

諸路承受

　（慶州？）走馬承受

砿迂路走馬承受

雄･覇等路走馬承受

－26－
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表６－ｂ　　　　　　　　　　　（出典「宋史」）
168

172

　ﾉﾉ

289

326

290

325

皇店

　4/2

よ6

　4.？真77-g
真　ｙ

巻 皇　帝 人　　名 三班官
同
職 差　　職

324

308

325

290

刀

ﾉﾉ

μ

太　宗

　　μ

真　宗

　　刀

　　μ

　　ﾉﾉ

　　ﾉﾉ

劉文質

李継宣

盧　　鑑

楊崇勲

夏守賛

　ﾉﾌ

曹利用

西供奉

供　奉

右殿直

西供泰

西供奉

　μ

右殿直

寄

○

寄

寄

ﾉﾌ

西浙走馬承受公事

承受定州跡奏事

邨迂路承受公事

(王均征討行営)承受
公事

(幸大名府)駕前走馬
承受

真定跡走馬承受公事

邨迂路走馬承受公事
根占刑抑

※寄は「寄班祗候」を兼帯する者。

　走馬承受公事は主に辺境の軍政略に置かれ，

屯駐禁軍の辺防状況を磯察し，毎年これを上奏

する沿辺の軍事監察機関であり，北末末には東

南諸略にも設置され，民政も監察するまでに職

権が拡大されたという12)｡遼･西夏に対する防衛

が肝要な折から，沿辺屯駐軍隊の服務状況の如

何は国防上の大きな問題であり，皇帝の重大関

心事であったことは論ずるまでもない｡『末会要

輯稿』(以下『末会要』)職官41，走馬承受公事の項

に

　　(嘉祐)五年二月十一日，三班院言，奉詔看

　　詳同勾当三班院楊紋所請，諸略走馬承受。

　　雖是使臣，縁預関辺要主帥機宜公事，職任

　　非軽。理合慎選。

とあり，走馬承受公事は一介の使臣に過ぎない

が，辺防上の軍事機密に関与するところの軽視

できない職であるから，その人選には配盧すべ

きであるとの楊紋の奏請は，走馬承受公事の重

要性を伝えて余りあろう。ところでまた，かか

る走馬承受公事の差遣は五代において行官軍に

添差された三班使臣の任務が制度化されたもの

と考える6)。

（7）提点刑獄

表７ （出典「長編」「宋史」）

長編 時　代 人　　名 三班官
閤
職

差　　職

105

151

154

仁　宗

天　聖
　　5/2

慶　暦

　　4/7

　　5/2

成正志

李康伯

王　　翌

左殿直

左侍禁

承　制

○

○

○

提点広南西路刑獄

同提点淮南刑獄

同提点前湖南路刑獄

劉舜臣

牧
枢
敏

　
　
　
懐

趙
李
葛

盧

張

劉

利

兼

鑑

一

済

崇 班

制
班
承
崇

西供泰

西供奉

供　泰

左侍禁

○
○
○

○

○

Ｏ

同提点前湘南路刑獄

同提点江南路刑獄

同提点広南東路刑獄

提点河東路刑獄

提点京東淮南刑獄

同提点映西河東刑獄

　提点刑獄は憲司と称され，管轄州県の司法業

務を糾察する職事であるが，また転運使・安撫

使・提挙常平使と共に監司と称されて地方言を

監察する権限を帯びた。ところで，上表に掲げ

た三班使臣の同提刑はその殆どが文官の提刑に

添差されたものであり，時に正任提刑による職

権の檀用を制肘する役割を果たしたものと考え

る。なお，三班使臣の同提刑は仁宗・嘉祐５年

に廃止されている13)。

　以上が三班使臣の一般的な差遣である。この

外，三班使臣は臨時に様々な使命を与えられ活

動したが，次にその様な任務のうち主要なもの

を挙げてみよう。

　（1）犯罪の取り調べ（鞠獄）

　　『長編』巻24，太平興国８年12月の条に

　　是月，権知相州右補関直史館田錫上疏言…

　　今則或樋競闘天，虚詞詣関，多差殿直・承

　　旨，使為制動使臣。殊非理公之才，課委鞠

　　人之罪。其間有未明推劾，因致滝延。或未

　　暁刑章，妄加深刻。既臨以制書之命，麿乎

　　緩徐之中。人畏厳威，推戴拒拝。及当録問，

　　皆伏鉄詞。雖罪至流徒，必該中奏，然按既

　　円備，即濾施行。壹無陥於非事，壹無失于

　　有罪。躬陛下慈仁之旨，損朝廷鉄郎之恩。

とあり，太宗・太平興国年間に冤罪の告訴や疑

わしき告言があると，しばしば殿直一承旨が取

り調べの勅使として派遣されたこと，またその

様な任用の間に検察の延滞や処断の不当などの

失態が生じても，辞令の制書を振りかざし強引

に承服させるといった弊害が発生していたこと

などが，右補関田錫の上疏より窺うことができ

る14）。かかる弊害を惹起しかねない三班使臣の

起用に対する文臣官僚の憤りが看取されよう。

27
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　(2)官僚・将卒の服務状況の訪察

　　『長編』巻58，景徳元年12月娶卯の条に

　　遣内殿崇班楊保用等四人，分詣河東西路，

　　撫問官吏・将卒，察訪功状。保用，官邸早

　　附者，不詳其邑里。

とあり，内殿崇班の楊保用等を派遣して，河東

西路の官僚・将卒の服務状況を訪察せしめたこ

とを伝えている15)。因に保用は真宗潜邸時代の

旧臣であるという。

　(3)辺防状況の検閲

　『長編』巻123，宝元２年正月戊戌の条に

　　遣内殿崇班呂清，抜根河東縁辺州軍兵甲城

　　塁。

とあり，内殿崇班呂清が河東の沿辺に派遣され

辺備を検視したことを伝えている。沿辺の各路

には走馬承受公事を派遣し，屯駐禁軍の動向を

識察せしめたが，このように臨時に三班使臣を

遣わし武備の検閲を行うこともあった16)。

　(4)治安の維持

　『長編』巻71，火中祥符２年６月乙未の条に

　　詔，如聞，京城多有無頼輩，妄称粟命，偵

　　察諸司。宣命三班捕而懲之。

とあり，官庁を偵察する京城内の不穏分子の取

り締まりを三班使臣に命じているが，この外，

盗賊･叛卒の捕縛に任ずることもあった17)。また

提挙捉賊の肩書を与えられることもあり，数例

であるが下に表示した。

　表８　　　　　　　　　　(出典｢長編｣，｢宋史｣)

時　代 人　　名 三班官
閤
職 差　　職

長編

145

190

148

宋史

324

325

　ﾉﾉ

慶　暦
　3/11

嘉　銘
　4/11

慶　暦
　4/4

仁　宗

亮こ７
仁ふ
　μ

上官琲

王懐政

李徳用

趙　　滋

王仲宝

　刀

崇　班

左侍禁

右侍禁

左殿直

　ﾉﾌ

　ﾉﾉ

○

Ｏ

○

映西提挙捉賊

淮陽軍駐泊捉賊

宜州捉賊

都大提挙西京西路提
賊

河北西路提挙提賊

河北提挙捉賊

　以上の任務の外に，三司の統轄18)・官庫の管

理19)・三班の統轄2o)・漕運の監督21)・広州市舶司

28

の管掌22)･提点茶塩公事23)・契丹への使節24)･河

川修築の監督25)など，実に様々な職任を臨時に

委ねられていることが知られる。

　以上要約すると，末代の三班使臣は五代にも

増して様々な職事を担当するようになった。そ

の内，通常の一般的差遣は，知州軍・知県を除

き概ねが五代の織任の制度化したものであっ

て，軍事・財務・司法・警察行政の地方末端部

局において監督的業務を狽当し，更に臨時に勅

命を受けては，訟獄の検察・官僚の勤務状況の

訪察あるいは辺防状況の検閲などの監察官的任

務を委ねられた。

　ところで，『長編』巻42，至道３年12月甲寅

の条に

　　初刑部郎中知楊州王高浜，準詔上流言五事

　　…其五日…旧制，南班三品尚書，方得升殿。

　　比来三班奉職卑賤可知,成因遊侠亦可升殿。

　　惑乱天聴，無甚於此。願陛下振挙紀綱，尊

　　厳視聴，在此時矣。

とあり，また『国老談苑』に

　　田錫知制浩。太宗章三班奉織出使，回上殿，

　　因訪民間判病。錫上言日，陛下司令三班奉

　
Ｉ
　
○

職
之 上段言事。末審設呂蒙正以何用。乃罷

とあって，三班使臣は卑品にもかからず，時に

は従９品の三班奉職ですら，その職事によって

は「升殿奏事」を許されていた26）ことがわかる。

すなわち，皇帝は三班使臣との間に「直達直下」

の関係を保持することで，彼らを介して自らの

政治方針を国政の末端業務にまで貫徹させるこ

とが可能であったのである。王高浜の「惑乱天

聴」との非難から，三班使臣の「升殿奏事」に

対する彼ら文臣科挙官僚の動揺と困惑とを窺う

ことができる。また，かかる官僚引き締めの機

能こそ，独裁権の維持を図らんとする皇帝が，

三班使臣を諸職事に起用するにあたり甚だ期待

した効果のひとつであったと考える。

　章を結ぶにあたり，末初における三班組織の

変化について若干付言しておこう。

　太祖は建隆４年（963）荊南３州および楚14

州・１監を併合してより，後蜀45州（965），南

漢60州（9m，南唐19州･３軍（975）を相次い



で併せ，太宗登極するやこれを承けて，太平興

国３年(978)に陳洪進の諦･泉２州および呉越13

州･１軍を，そして翌年(979)北漢10州を征服

して全国統一を完了した。かくて宋朝は太祖・

太宗朝の僅か15年間に新たに170を上回る

州・軍・監を獲得し，飛躍的な領土拡大をとげ

た27)。

　この様に二代の間に支配地域が甚だしく拡大

したこと，前述のごとく宋に及んで三班使臣の

職任が多様化したこと，加えて真宗・仁宗朝に

遼の侵攻と西夏の興隆を背景に辺防体制が拡充

された28)ことなどを勘案するとき，北宋前期に

おいて三班使臣の需要が激増したであろうこと

が推察される。三班使臣員数の推移を示した下

表によれば，その様な需要に応じて真宗朝以降

三班官の増補が盛んにはかられたことが看取さ

れよう。

表9

時　代 使臣員数 出　典

宋初

真宗・天落後

仁宗・天聖中

　　　景祐中

　　　慶暦６

　　　　ﾉﾉ　８

　　　嘉祐５

英宗・治平３

神宗・元豊後

哲宗・元祐１

光宗・紹煕２

300人程度（咸不及）

2400余人

不及4000人

　不及4000人↓

4000余人

6000人

6500余人

8800人（供奉官以下

～小使臣）

6534人

U690人

　大使臣2500余人t

小使臣13000余人

11315人（小使臣）

『石林燕語』８

　　　　μ

Γ玉海』127

r長編』158

『長編』163

『長編』158.『玉海』

『長編』163

『宋朝事実』９

　　　　ﾉﾌ

『石林燕語』８

『玉海』127

『容斎四筆』４

　この様に組織の規模が拡大した結果，やがて

三班組織はその統轄官庁たる宣徹院より独立

し，漸次官種も増設されていった。この点に関

しては，すでに小岩井・梅原両氏が指摘してお

られる29)ので，その高説に拠って組織の独立と

官種増設の過程を簡単に整理しておく。なお設

官・改称の経緯は表示した3o)。

　太平興国６年　点検三班公事を置く。内客省

　　　　　　　　使の庁舎をかり，三班使臣の

29

　　　B�ld緬好Bゆ佃Unilむe逗妙JI面oy Col㎏e，7（1988）

　　　　　　　人事を専掌す31)。

雍煕４年　　　竺班院を置き，知院事が統

　　　　　　　ぶ32)。

火中祥符４年　三班院が[仙客省使の庁舎より

　　　　　　　独立33]o

　　　　2　三班使臣就任者の特色

　五代における三班使臣就任者の概ねは皇帝の

親信者か，あるいは彼に強い忠誠心を懐く者達

であったが，かかる特徴は末代の就任者の中に

も同様に指摘することができる。以下，その様

な者の中でも皇帝に対して最も求心的であると

考えられる①皇帝と姻戚関係にある者，②登極

以前からの旧臣，③「死事臣」の子弟，④皇帝

とその他何らかの私的縁故を持つ者の就任事例

を表示しよう。

（1）皇帝と姻戚関係にある者

表10

皇帝 巨億 官名 皇帝（皇室）との関係 宋史

太祖

太宗

真宗

符昭悳

ﾉﾉ昭寿

宋元載

ﾉﾉ元亨

張昭允

劉文質

呉守厳

ﾉﾉ守良

王克基

　克緒

　克恵

郭承祐

曹　踪

供　奉

　ﾉﾉ

左侍禁

　ﾉﾉ

右殿直

右殿直

崇　班

　ﾉﾉ

供　奉

　ﾉﾌ

　ﾉﾉ

西供奉

西供奉

　父、彦卿の女は太宗の后。
1

（鰭徳皇后､周･顕徳中嫁す）

　父、促の女は太祖の后。于

（孝章皇后）

真宗の后（章懐皇后）の姉婿

簡穆皇后の従孫、幼くして母

に従い禁中に入る

　父、元晨は太宗の女（蔡于

国公主）を娶る。

　父、承街は太祖の女（昭|

慶公主）を娶る。克基ら

　真宗より官を面授さる。

舒王、元称（太宗の第七子）

の女を娶る。

兄、堀は秦王の女（興平郡

主）を娶る。踪、幼くして

公主に従い禁中に入り、太

宗に寵を受く。

巻251

　255

　279

　324

巻257

　250

　252

　258
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　(2)皇帝登極以前からの臣従者

表11

皇帝 旧臣 官名 登極前の関係 宋史

太祖

太宗

真宗

仁宗

劉審瓊

紫萬錫

王　賓

張　遜

橋守一

超　鎔

周　螢

王　顕

張萬珪

張　平

王継升

尹　憲

安　恋

歌全斌

盧　斌

裴　済

魏　震

王延徳

張　煕

石　普

王継息

張　署

楊崇勲

夏守貸

間日新

蔚昭敏

安　俊

殿直

供　奉

東供奉

左殿直

右殿直

供　奉

殿　直

供　奉

承　旨

右殿直

供　奉

殿　直

東供奉

承　旨

殿　直

殿　直

殿　直

承　旨

承　旨

東供奉

崇ヽ班

西供奉

右侍禁

右侍禁

供　奉

西供奉

右殿直

太祖節鎮、給事左右

太宗居晋邸｡以善応対獲給事

太宗領究海節鎮､署府中右職

太宗在晋邸、召隷帳下

事太宗教晋邸

以刀筆事太宗教藩邸

太宗潜邸時、獲給事左右

太宗居藩、給事左右

幼事太宗藩邸

太宗尹京兆、置其（平）邸

事太宗於藩邸、太宗信任之

事太宗於藩邸

事太宗於藩邸、殆二十年

太宗在藩、以善射隷帳下

以筆札事晋邸

少事晋邸

太宗在藩邸、因召麿邸中

少給事晋邸

太宗尹京、吉事左右

普十歳給事（晋）邸中、以

謹信見親

真宗在藩邸、得給事左右、

謹厚被親信

歳十一給事真宗藩邸

事真宗于東宮

王（真宗）為太子、守賛典

工作事

選隷寿王（真宗）府、主邸

中記簿

選隷襄王（真宗）府

仁宗為皇太子､為資善堂（皇

子の学問所）祗候

飴4

268

276

268

　//

　ﾉﾉ

　ﾉﾉ

　ﾉﾉ

261

276

　が

　μ

　が

279

308

　ﾉﾉ

309

　夕7

308

324

279

290

　μ

　ﾉﾉ

323

　ﾉﾉ

　刀

※喪中の官はすべて皇帝即位に伴って授けられたもの

（3）「死事臣」の子弟

表12 (出典は『長編』)

巻 年　代 死事臣･子弟 寄録官 差　遺 品位

127

128

129

　　仁宗康定1/4

　　1/5

　　1/9

　　1/n

孟方

子、荊明

/ﾉ、昭資

李士彬

子、情義

劉情忠

子、化基

高延徳

西供奉･
閤

右殿直

借職

六宅使

左侍禁

崇班・閤

崇班・闇

承制

金明新都監

保安軍北巡検

塞門塞主

従８

正９

従９

従５

正９

正８

正８

正８

131

134

μ

μ

慶暦1/4

　　1/12

子、允文

王繕元

子、違諒

孔違式

孔遵礼

張圭

子、懐晨

へ懐英

孔懐珊

趙福

子、大有

趙兼遜

子、充

孔章

右殿直･閤

右侍禁

右殿直

奉職

借職

右侍禁

右侍禁

左殿直

奉職

左殿直

左殿直

東供奉

借職

差使･殿侍

//権兵馬監押

延州西諮問巡検

慶州西谷喬主

通泰等州都巡検

㈲　皇帝と何らかの私的縁故をもつ者

表13

従８

正９

正９

従９

従９

正９

正９

正９

従９

正９

正９

従８

従９

皇帝 臣僚 官名 皇帝との縁故 宋史

太祖

真宗

魏威信

李継昂

揚　嗣

張　孜

供　奉

西供奉

殿　直

借　職

魏仁甫の子。太祖潜邸時、

昭憲太后（太祖の母）、仁甫

の邸を訪い、威信を寄とし

て、姻奸を結ばんことを欲

す。後、永慶公主を尚る。

父、崇矩は太祖僣竜時代の

同僚。継昌、幼時太祖に射

法を教る。

兄、信は旧時太祖の南下に

隷す。宋初､殿前都指揮使。

信が推薦す。

悼献太子（仁宗）の乳母の

子。真宗が内侍に養育を命

ず。

巻249

257

260

323

　皇帝の姻戚や潜竜時代以来の旧臣が彼に極め

て忠実であったであろうことは言うまでもない

が，「王事」に死した，つまり殉職した臣僚の子

弟が録補された場合も，同様に皇帝に対して強

い忠誠心を懐くに至ったものと考える。すなわ

ち，殉識者遺族へのかかる措置は一種の恩恵で

あったから，これに報いんとする心情が自ずと

子弟の内に生じたであろうことは十分に考えら

れる。特に録補の対象が若年者であったり，庄

子制が適用されない下級官僚・将校の子弟の場

合は，非常な恩沢として遺族には映ったに相違

ない6）。

　この様に末代においても皇帝に対し強い求心

性を持つ人材が登用され，彼らは「升殿奏事」

－30 －
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を許されて皇帝と直結し，皇帝の意志を国政の

末端にまで反映させる機能を担った。上に掲げ

た事例は北宋半ばまでのものであるが，かかる

登用上の方針は不断に独裁権の維持・強化を図

らんとする末室によって一貫して採用されたも

のと考える。

　ところで，宋の支配領域の拡大や辺備の拡充

によって三班使臣の需要が激増したため，真宗

朝以降大幅な官員増補が繰り返されたことは前

述のごとくである。その結果，末では上記のご

とき皇帝と特別な関係を持つ者の外に，様々な

経歴の者が三班使臣に補任され，五代とは異な

った様相を呈してきた。以下にその様な補任の

事例を挙げることにする。

　（1）節度使の子弟

　『長編』巻18，太平興国元年３月突来の条に

　　初節度使得補子弟為軍中牙校｡因父兄財力，

　　率豪横奢縦。民間苦之。洛下有十衛，内尤

　　放恣。左装衛上将軍太原田景成子漢明其一

　　也。上雅知其弊，始即位，詔諸州府，籍其

　　名部送閥下。至者凡百人。娶来，悉補殿前

　　承旨，以賤職覇麿之。余五人老病不任事，

　　遣還。

とあり，節度使の子弟を中央に部送させ，これ

を殿前承旨に補したことが伝えられている。た

だ，かかる措置は，節度使体制が維持されてい

たこの時点においては，本来が三班使臣の増員

を目的とするものであったというよりも，むし

ろ節度使による子弟の幕職・衛職への辞署を制

限し，節度使の握る地方人事権を中央が回収す

るための政策の一環をなすものと理解すべきで

あろう。

　（2）幕職官・牙校・牙吏

　『長編』巻71，火中祥符２年３月戊辰の条に

　　詔，諸州連奏官十年以上者，並祐三班奉職。

　　自今遇郊祀，叙祐五人。

とあり，また同書巻65，景徳４年６月辛亥の条

に

　　詔，諸州牙校歳満者，例祐三班併願。自今

　　藩鎮特祐奉職。

31
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とあり，更に同書巻48咸平４年５月乙酉の条に

　　詔三班，自今差使知県，勿以先為諸州牙吏

　　及富民受職充。従映西転運使劉紘之請也。

とあって，熟練の進奏官や任期瀕了の牙校およ

び牙吏が三班奉職・借職に補されたことが知ら

れる34)。

（3）富民

　『長編』巻36，淳化５年９月の条に

　募富民出粟千石済飢民者。爵公士階，陪戎

　副尉。千石以上迭加之。万石乃至太根・殿

　直。

とあり，

に

また同書巻89，天禧元年四月甲申の条

　　翰林学士知遇進銀台司兼門下封駁事見廻・

　　李維上言，中書門下剤子付登州，捕牟平県

　　学究鄭河状，以本州民間食，願出粟五千六

　　百石賑済，望賜弟巽班行。奉聖旨不行者。

　　臣等商度，損余補乏，為利亦大。望令宰臣

　　定議，特従其請，侯豊稔即止。庶儲積之家，

　　有所勧率大済磯乏。上寛聖慮。詔，補巽三

　　班借職。自是納粟者，率以為例。

とあって，富臣が飢民を賑救することで三班官

を授けられたことが知られる。後者の史料によ

ると粟を進納して班行，すなわち三班使臣への

仕官を要請するのが通例化したという。因に前

掲『長編』巻48の記事の諸州牙吏と併記されて

いる富民もこのケースで仕官したものであろ

う。

　(4)三司・枢密院の吏人

　　『長編』巻57，景徳元年９月壬辰の条に

　　上以三司吏人能否雑混｡命宮苑使劉承珪等，

　　与本司使副，同加試験，裁定合留人数。三

　　部井諸司定留八百九十人，其書計非精，或

　　書負罪犯者，列名以聞。上念其伝授歳久，

　　量其事状，並補三班及鎮職焉。

とあり，三司吏人の能力検査が行われ，その結

果，三司より除籍された不適格者が三班使臣に

補せられたことが伝えられている35)。また同書

巻63，景徳３年６月壬辰の条に

　　旧制，枢密院吏皆以年労叙選，末書校其才

-
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　　芸。有至主事而慢其職守。是日内出公事三

　　条，令主事以下詳決之。命枢密副都承旨尹

　　徳潤，宿御書院考第。翌目上親閲視。是目

　　由主事遷諸房副承旨者四人，祐東頭供奉官

　　者ハ人，祐左班殿直者三人。書令史為守闘

　　主事者三十一人，選令史者十一人。余贈衣

　　賜，祐三班奉職有差。所試不中程，由主事

　　授内殿崇班者一人,令史祐西頭供奉官一人。

とあり，枢密院吏の主事以下の能力検査がなさ

れ，成績による昇格・降格および内殿崇班以下

の三班使臣への祐任が行われたことを伝えてい

る。

　(5)進士

　　『長編』巻95，天禧４年６月壬寅の条に

　　上御崇政殿，親試礼部奏名挙人。命官考覆

　　如常例。授三班奉識者九十二人，借識者十

　　三人。其不合格者，補諸州上佐文学。自奉

　　職至殿侍，悉免短使，与家僕差遣。

とあり，殿試合格者が三班奉職・借職に補され

たことが知られる36)。

　(6)蔭補

　三班使臣の蔭補はすでに五代において行われ

ていたが，末に至るとこの事例が頻繁に見受け

られるようになる。清の趙翼力可二十二史別記j

の中で｢蔭子固朝廷恵下之典，然末有効末代之

濫者｣37)と論難しているごとく，末は甚だしく任

子の門を広げ，そのため蔭補はしばしば冗官を

めぐる議論の中で問題にされた。ところで末で

は文班６品，武班５品以上に托子制が適用さ

れ38)，三班使臣には武臣の子弟が補されるのが

常制であった。ところが，国内平定後間もない

真宗朝に承天節と南郊の奏蔭の恩例を定めた

際，文武の別を間わず征子制に与る臣僚の子弟

すべてに三班使臣(供奉官以下)を授けることが規

定された39)｡これよりすれば,領土拡大による三

班使臣需要の高まりを背景に，この時期に蔭補

による三班使臣が夥しく輩出したであろうこと

が推察される。ところで，趙翼の云うがごとく

蔭補は本来皇帝の恩恵措置であり，従って起案

しか臣僚の報恩的忠勤も期待し得たであろう
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が，宋におけるかくのごとき蔭官の濫授は，か

えってその様な推恩の効果を鈍らせる結果をま

ねいたことであろう。三班使臣の蔭補の事例は

多数にのぽるため，以下数例を掲げるに止どめ

た。

　表14

被蔭の子弟 官　名 臣　　僚 宋史

石保興

韓崇訓

ﾉﾉ崇業

慕容徳深

携行已

曹　　燦

李延渥

以落綿供奉官

1以蔭綿供奉官

以延釧蔭綿供奉官

以父任為右待禁

以蔭綿供奉官

以蔭綿供奉官

父、石守信。建隆２

年､侍衛馬歩都指揮。

父、韓重賃。建隆２

年、殿前都指揮使。

伯父、慕容延釧。宋

初、殿前部点検。

父、馮毬。真宗朝、

枢密同平章事。

父、曹彬、太宗朝、

枢密同平章事。

父、李進卿。開宝６、

歩軍都指揮侍。

巻250

250

251

285

258

273

　この外，遼・西夏の来降者あるいは辺境の少

数民族の首長が三班使臣を授かる場合がしばし

ば見受けられる4o)。

　以上要約すると，宋では三班使臣の任用と活

用に関して五代の方針が継承され，皇帝に対し

極めて求心的な三班使臣を不断に再生産し，皇

帝独裁を維持する装置として諸職事を委任し

た。ところで，太宗朝に全国統一が成り支配地

域が飛躍的に拡大すると，急激に増加した織任

に充当する官員が必要となり，三班使臣の需要

も高まった。ところが私的縁故をパイプとして

再生産される皇帝親信の使臣の員数には自ずと

限界があり，勢い様々な仕途を通じてその需要

に応ずべく人材の蒐集がはかられることになっ

たのである。かくて官員数が著しく増大化する

真宗朝以降の三班組織は，皇帝親信の臣僚の外

に，彼と特殊な関係を全く持たない雑多にして

大量の官僚を抱え込むことになり，従来の三班

組織に指摘された醇乎たる側近官僚集団という

特質は，ここに至って損なわれた。

　　　　　３　三班使臣と閤職

皇帝が三班使臣を通じて国政の末端部局を督



御するにあたり，最も効果的にこれをはかるに

は，皇帝の親信者を三班使臣に任用することが

肝要であったことは言うまでもない｡ところが，

上述のごとく，五代以来の任用方針の下で蓄養

し得る側近的官僚の数には自ら限界かおり，中

原を領有したに過ぎない五代においてならばと

もかく，全国統一後間もない宋初においては，

全領域・全部局にわたって皇帝の側近官僚を普

く充当することは甚だ困難であったであろう。

ここで注目されるのが，三班使臣の員数が激増

する真宗朝の前後において,三班使臣の中に｢開

門祗候｣なる職を兼帯する者が現れ，次第にそ

の数を増していくことである。この開門祗候と

はいかなる官職であろうか，以下検討してみる

ことにする。ただし，この職については梅原氏

がすでに詳考を加えられており41)，今更贅言を

要しないのであるが，氏の高説によるべきはよ

り些か卑見を述べてみたい。

　１　開門の機構

　開門については，梅原氏は唐・五代の史例を

挙げて説明しておられるが，『宋会要』儀制１，

文徳殿視朝，入閣の項に。

　　（淳化二年十一月一日）張泊又上奏日…今朝廷

　　以文徳殿正貨，権為上開，作隻日立技視朝

　　之所。

とあり，また『宋史』巻85，地理志１，東京の

項に「正貨殿日文徳殿，両彼門口東西開門」と

あって，宋においては皇帝が隻日（奇数日）視朝

する正面文徳殿（上聞）の東西彼門を開門といっ

た。この開門にあって宗室以下文武百官および

外国使節の朝見・謝辞の儀式において，その誘

導と聖旨の宣伝を担当したのが東西上開門使

副・賞賛舎人，そしてここで問題にする開門祗

候などの諸官であり，開門祗候は舎人の「伝宣

賛謁」の職務を補佐した42）。

　開門祗候が開門通事舎人とともに開職と称さ

れ，文官の舘職に対置される存在であったこと

は夙にしられている43）が，その創設が何時なの

かは確定できない。梅原氏はこの点よくわから

ないとされながら，『事物紀原』巻６における高

承の唐・武徳年間か，との推測を引用される一
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方，ご自身「ただし，唐では開門祗候の名は普

通ではないが「御前にさぶらう者ども」として，

特に唐末以降，皇帝が格別の信頼をおく武臣の

子弟などを選抜してこの名称を与え，三班使臣

よりも重要な各種の使令に登用していたことは

ほぼ間違いなかろう」と指摘しておられる。筆

者の管見のかぎり，唐・五代の史料から官職名

としての開門祗候の名称は徴し得ず，その名の

始見は宋の太平興国年間においてである44）。取

り敢えず，ここでは宋の太祖・乾徳２年から太

宗・太平興国３年までの間に官制上正式に位置

付けられたのではないかと推測するに止どめ

る45）。

　ところで，開門祗候は一種の差遣であり，内

殿崇班以下に班使臣）の武官がこれに任ぜられ

た。では，いかなる三班使臣が任ぜられたので

あろうか，次に彼らの経歴を分析してみること

にする。

　２　開門祗候兼帯使臣の前歴

　『宋史』の列伝より開門祗候兼帯使臣のうち

三班任官の契機あるいは任官前の経歴を明確に

し得る者について，その特色を分析し表示する

と以下のごとくである。

（1）皇帝（皇室）と私的親信関係をもつ者

表15

人物 皇帝 皇帝(皇室)との私的縁故 横班官 宋史

曹　璋

曹　綜

李允正

盧　斌

張　煕

張　孜

安　俊

太宗

真宗

仁宗

　曹彬の子｡同腹の剛

　は秦王(真宗)の女を
|

娶る｡玲､幼くして出

　でて禁中に入る。

叔父、謙昇の女は太宗

　(許王の時)に嫁す。

父､謙溥は宣祖と同郷、

謙昇は太宗と布衣の交

あり。

1
太宗潜竜時の旧臣。

仁宗の乳母の子。

東宮の旧臣。

東上開門侠

客省侠

西上開門侠

　　　μ

　　　ﾉﾉ

巻258

　273

　308

　/ﾉ

　323

　ﾉﾉ

-IIIIIW
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　(2)死事臣の子弟

　表16

人物 録補の契機 横班官 宋史

折惟忠

組　凱

郭　達

趙　滋

武　英

張君平

王光組

兄の死事

祖父のﾉﾉ

兄のﾉﾌ

父のが

父のﾉﾉ

父のﾉ7

父のﾉﾉ

※宣徹南院使

西上関門使

(礼賓副使で戦没)

客省使

巻253

255

290

324

325

326

350

（3）蔭補

表17

人物 蔭　補 横班官 宋史

石元価

孫全照

曹　璋

袁継忠

焦守節

李低湿

郭　載

馮伸巳

劉　緯

葛懐敏

高継立

夏　隨

周審玉

劉兼済

侍其曙

候低広

呉元載

王　恍

曹利用

康徳興

祖父、守信の蔭

父、方進か伯父、行友

のﾉﾉ

父、彬のﾉﾉ（？）

父、進のﾉﾉ

父、継勲のﾉﾉ（？）

父、進卿のﾉﾌ

父、暉のﾉﾉ

父、掻のﾉﾉ

父、顔の友人事紘方の

ﾉﾉ

父、覇のμ

父、瓊ﾉﾌ

父、守賃のﾉﾉ

父、勲のﾉﾉ

父、漢凝のﾉﾉ

父、柘のﾉﾉ

父の死に伴う補任。

　　ﾉﾉ

父、朴（周の枢密）の

死により面接。

父の死に伴い補任。

　　ﾉﾉ

西上開門使

引進使

※宣微南院使

引進使

四方館使

西上開門使

　　　ﾉﾉ

　　　ﾉﾉ

　　　刀

四方館使

　　ﾉﾉ

西上開門使

　　　ﾉﾉ

西上開門使

　　　　ﾉﾉ

※枢密使、同平章

事

西上開門使

巻250

　253

　258

　259

　261

　273

　276

　285

　287

　289

　μ

290

308

325

326

253

257

274

290

326

※蔭補とは明示されてないが、父の死に伴った補任例も採録した。

（4）その他の経歴

表18

人物 その池谷経歴・仕途 横班官 宋史

上官正

李　溥

秦　蓑

謝徳祐

文資より換資。

三司吏(上事により任

官)

1

南唐官僚、帰末。

西上開門使 巻308

299

309

　μ

34

李允則

郭　遵

桑　憚

王仲宝

方
鑑
史
盧

湖水清

郭　息

張昭遠

馬懐徳

苗　履

王君万

王文部

管内指揮使

禁軍校

㈲

1
科挙不中

宰相の推薦。

禁軍

父（殿前都虜候）に従

い、契丹防衛で戦功を

立て任官。

父（供奉官）、弓剣の試

す可きを推薦。
＆
‘
C
4
’

5
.

客省使

(開門祗候で戦没)

(崇班で戦没)

四方館使

西上開門使

東上関門使

　(崇儀使で戦没)

四方館使

　　ﾉﾉ

西上開門副使

客省使

東上開門使

324

325

μ

326

350

326

ﾉｿ

323

350

ｎ
り
刀

　以上の経歴に関して言えることは，(1)・(2)お

よび，濫授の傾向から前二者に比べると甚だそ

の程度は劣るが，(3)までが三班官就任時点にお

いて皇帝への強い求心性をもっていたと考えら

れるものの，(4)の場合にはその点を指摘するこ

とができないということである。こうして見る

と，開門祗候には言わば皇帝に対して先天的求

心性とでもいうような資質をもつ者から，表18

に見るがごとき雑多な経歴の三班使臣までが任

用されていたことが知られる。

　３　開門祗候の側近性

　開門祗候の職掌は，前述のごとく朝廷正面に

おいて百官や外国使節の拝謁を介添えすること

であったが，また皇帝行幸の際にはその駕頭に

も従った46）。開門祗候が一種の差遣であり内殿

崇班以下の三班使臣が任ぜられたことは先述し

たごとくである。この開門祗候を兼帯した使臣

が様々な差遣に充てられたことは後に詳述する

が，その様な差遣の中で仏『宋会要』儀制６，

幕臣奏事の項に

　　旧制，総管至駐泊都監，井内職開門祗候以

　　上差知州軍監・巡検，並上殿。

とあり，また同項の景徳三年八月十三日の条に

　　詔開門，自今河北河東映西沿辺川峡広南兵

　　馬都監開門祗候以上,許上殿。自余有公事，

　　令実封以開。

とあるごとく，知州・軍・監や巡検使あるいは



沿辺の都監には「上殿奏事」が許されていた。

すなわち，開門祗候を兼帯した三班使臣は開職

にあって日常皇帝と直に接触する一方，外征に

就いた場合も皇帝と「直遠直下」の関係にあっ

たといえ，皇帝と私的親密なる関係を績ぶには

十分な条件を備えていたといえよう。

　このことは彼らに寄せる皇帝の厚い信頼から

も十分に窺われる。『長編』巻90，真宗･天幕元

年十月壬午の条に

　　以内殿承制開門祗候曹儀・内殿崇班開門祗

　　候張昭遠，並為西上開門副使。･‥枢密院方

　　奏，擬某人為副使。上目，朕巳有人矣。張

　　昭達知辺事，曹儀習朝廷儀。即可用之。

とあり，真宗が内殿承制開門祗候曹儀・内殿崇

班開門祗候張昭遠の才能を熟知しており，自ら

西上開門副使への任用を指示したことが伝えら

れている。また『宋史』巻326，特其曙伝に

　　青州柴趾徳訟，其校事績謀以衆叛。帝疑典

　　談，又命（左侍禁開門祗供侍其）曙至青州。与

　　通判魏徳昇同至，劾無験。遂棄徳市。知青

　　州張音質奏，曙檀旅人。帝日，不爾，無以

　　安被告者。曙還奉，徳憚績拍車厳，放談之。

　　帝擢績本軍虞候，而進曙東頭供奉官。

とあり，州将謀叛の告訴の真偽を調査すべく派

遣された左特禁開門祗候特典曙が，それが談告

であるとの取り調べ結果から，訴人の兵卒を独

断で棄市した一件で，知州張斉賢が曙の専殺を

劾奏したところ,真宗は曙の処置を認めた上に，

その功をもって東頭供奉官に昇進させたことを

伝えている。いずれの史料も開門祗候兼帯の三

班使臣に寄せる皇帝の厚い信頼を物語っている

といえる。

　一方，かかる厚い信頼を背景に，しばしば彼

らは皇帝の意を体しか勅使的任務を臨時に拝命

し，その依森に報いるべく活躍した。『宋史』巻

274，王侠伝に

　　　（東頭供業容開門祗候王統）使雲州通達軍。及

　　旋言，主帥所留牙兵，率与辺人文績，頗架

　　詰難制，歳久当盧，請悉代之。太宗因遊侠，

　　調内郡柴，往代之。戌者開代，多不願達。

　　洗察其中旅拒者，斬之以恂。衆皆除息，遂

　　将以遠。一歳中数往来西辺，多奏便宜，上
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　　多聴用。

とあり，東頭供奉宮開門祗候王統が太宗の命を

受け，配置転換を拒む辺軍の牙兵を首尾よく内

地に引き連れ帰ったこと，お↓が年に幾度も中

央と西北辺境の間を往復し，便宜の策を上聞し

て多く採用されたことが伝えられている。また，

　『宋史』巻309，謝徳権伝に

　　会有兇人劉嘩・僧澄雅，訟執政与許州民，

　　陰構西夏為叛者。詔温仲舒・謝泌鞠問，令

　　　(殿直開門祗候謝)徳権監之。既而按験無状。

　　翌日対便殿，具奏其妄。泌独日，追摂大臣，

　　獄状乃具。徳権日，泌欲陥大臣耶。若便大

　　臣無罪受辱，則人君何以使臣，臣下何以事

　　君。仲舒日，徳権所奏甚善。上乃可之。

とあり，執政が西夏と通じて謀叛を企む者に与

しているとの訴えがあった，大臣の謀叛罪をめ

ぐる事件において，命を受けた右侍禁開門祗候

謝徳権が審間宮温仲舒・謝泌の取り調べを監督

したこと，謀叛の訴えが脛告であるとの取り調

べ結果にもかかわらず，更に執政を追求すべし

とする謝泌の非を論駁して帝意に適ったことが

示えられている。『宋史』は伝の終りに徳権の人

となりを評して次のごとく述べている。

　　徳権，清苦幹事，好興功利，多所経画。見

　　官吏恂私者，必面斥之，所至整粛。然喜釆

　　察繊微，以開于上。朝論悪之。

企画力かおり功利欲も強い仕事家で，公私の区

別に峻厳な一面，微細な事まで摘発し真宗の耳

に入れたという。[朝論]はこの癖を嫌悪したと

いうが，皇帝にとってはかくのごとき資質を備

えた官僚こそ甚だ有用であったであろう。いま

一人類似した資質をもつ者を挙げてみよう。『宋

史』巻470，趙賛伝に

　　大原(北漢)平，隷三司為走吏。又許本司補

　　殿直。太宗頗任之，遷供奉宮開門祗候…令

　　専釣枝三月簿，令質自選吏十数人為耳目，

　　専伺中書枢密及三司事，乗開白之。太宗以

　　為志無性腸。中外益畏其口。

とあり，趙賛は北漢からの帰朝者で三司の吏か

ら殿直に任じられ，太宗の信任を得て供奉宮開

門祗候に抜擢されたこと，そして太宗の命で三

司の帳簿を独り検閲し，また自選の密偵を便っ
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て中書・枢密・三司の行政を窺察させ上聞した

ことを伝えている。太宗は彼の奉公を｢忠にし

て他腸なし｣と嘉し，内外の官僚はその口を畏

忌したという。すなわち文字通り太宗の耳目で

あった。彼は北漢の軍吏であった頃，上司の都

校を漫言をもって族洙に至らしめた経歴をもつ

が，かかる資質こそ独裁者にとって左右に祗候

する近臣に期待したものであったであろう。

　この外，開門祗候兼帯使臣の活躍の事例とし

ては，著名な話だが｢雅淵の盟｣の折，右班殿

直曹利用が開門祗候を帯び崇儀副使を仮授され

て，和議締結に奮迅し，その功で東上開門使に

抜擢されたことが挙げられる47)。また前述の青

州将校謀叛をめぐる脛告事件を善処した左侍禁

開門祗候侍其曙の場合や，内殿崇班開門祗候劉

永釦が仁宗の命で河北東西路の辺備を検閲する

一方，密かに官吏の能否と辺防上の得失を窺察

し上聞した48)一件，あるいは東頭供奉官開門祗

候郭崇仁が契丹の入冦に際し,｢密詔を資して河

北諸将を諭し,選り奏して旨に称｣った49)一件な

どがこれに当たろう。

　つまり，開門祗候を兼帯した三班使臣は皇帝

に近侍・祗候するという職制から側近官僚とし

ての特質を具有するに至り，皇帝の信任を背景

に活躍したのであった。ここで，先に考察した

開門祗候就任者の前歴を顧みるに，開門祗候兼

帯使臣の側近性は，上述の北漢の帰朝者である

王賛の場合のごとく，開職拝命の後に備わった

属性であることは明らかである5o)。

　ところで，皇帝の側近官僚として要務を完遂

するには人並み優れた能力を不可欠としたこと

は言うまでもない｡梅原氏も指摘されるように，

真宗朝になると開門祗候任用の基準が定めら

れ，辺任経験者で弓矢の技量に長けた者を三班

院が審査し,然る後に皇帝が自ら試験した51)｡か

かる人材厳選の方針は，次に述べるが，開門祗

候が各種の恩典を与えられた高後宮資への登竜

門的ポストであったことから，猟官の対象とな

って質的低下を来してきたため，その歯止め的

方策として打ち出されたものと考えられる。本

来その様な技量・才能こそ開門祗候創設期の補

任者が備えていた素質であったと推察する。

－36

　開門祗候が要劇の職であったことから，これ

を兼任した三班使臣には各種の恩典が与えられ

ていた。梅原氏は磨勘・俸料・沿辺の知州や将

官への推挙・服喪などに関する特典を指摘して

おられるが，この外に筆者の気付いたものを挙

げてみると，噴罪に関して知州軍・提点刑獄の

差遣に就いたことのある開門祗候は７品の例に

準じた52）こと，また帥臣への謁見に関して供奉

宮以下の「海参」に対じ「庁上公参」が許され

ていた53）ことなどがある。

　ところで，前掲の開門祗候兼帯使臣の前歴に

開する喪中に横行宮の欄を設けておいたが，こ

れによるとおよそ６割以上が横行に昇進してい

ることがわかる。この欄は単に横行就任の如何

を示したもので，横行が最終官職というわけで

はない。いずれにしても文官の侍従に比される

高級武官である横行への昇進率がかなり高かっ

たことが指摘されよう。かかる傾向の中で，や

がて開門祗候は横行への出世ルートとして制度

上位置付けられることになる。『長編』巻127，

仁宗・康定元年六月乙巳の状に

　　詔，開門祗候及十年，百官至内殿崇班者。

　　与除通事舎人，若供奉官以下，不隔磨勘。

　　与選一資。

とあり，また同書巻186，仁宗･嘉祐二年十月甲

寅の条に

　　以内園使開門通事舎人夏詮，為西上開門副

　　使。ｲ乃詔，自今開門通事舎人，経十年無鍼

　　私罪者，与除開門副使。即母得陳乞。

とあって，仁宗朝末には開門祗候を十年間勤め

て内殿崇班に至ると開門通事舎人に昇進し，更

に十年間収賄・私罪を犯さなければ開門副使に

叙せられることになった｡つまり，三班使臣階･

諸司使副階を徐々に昇らずとも，開門祗候に就

き二十年間廉潔に奉職すれば横行副使に昇進す

ることが可能になったわけである。

　以上要約すると，開門祗候は日常皇帝の御前

に祗候する要官であり，皇帝との私的縁故の有

無に関係なく，様々な経歴の三班使臣の中から

有能な人材が抜擢された。彼らは開職に就任し

た後，その職制から側近官僚としての特性を帯

びるに至り，皇帝の信任を背景に活動した。五



代における側近集団であった三班使臣が皇帝と

の私的縁故をパイプとして形成された集団であ

ったのに対して，開門祗候はその職制がら側近

性を具有するに至った点に特色がある｡つまり，

開門祗候は末代に至って三班組織の中に育成さ

れた新しい型の側近官僚集団であったといえよ

う。

　３　三班使臣閤職兼帯の政治的意味

　本章の冒頭で三班使臣と開門祗候兼帯使臣の

員数の相関についてごく簡単に触れたが，ここ

で改めて検討してみよう。真宗朝に三班使臣の

員数が飛躍的に増加したことは前述のごとくで

表19
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あるが，『長編』巻90，真宗･天禧元年９月戊戌

の条に

　　上与宰相議省吏員。向敏中日，太祖太宗朝，

　　開門祗候不過三五員，宣導賛謁而巳。今瞳

　　数百，而除授未已。禄庫至厚，地望亦優。

　　其間不無濫被毘擢者。願賜裁損。上目，此

　　蓋相受為例，当漸減省之。

とあり，開門祗候の員数に関しても，太祖・太

宗朝に三・五員であったものが，真宗朝には数

百を上回るほどに激増したことを伝えている。

北宋における開門祗候の員数の推移は下表のご

とくである。

時　　　代 員　　　　　数 備　　　　　考 出　　　　　典

太祖・大宗

真宗・天椿1/9

　　？

仁宗・天聖６

英宗・治平２

神宗・煕寧４

　　　煕寧間

欽宗・靖康１

３．５員

数百をこえ除授やまず

員数欠少

濫授の傾向

９員（定員12）

23員

６員

76員以上

削減方針

員数拡大の防止の方針

通事舎人も含む

開門に員額を定めさす

｜『長編』90

　『職官分紀』44、閤
|

門祗候

ｙ『宋史j
166、職官６

　表によると上述の『長編』天椿元年９月の記

事に見える員数削減の方針が実行に移されたご

とくで，『職官分紀』が伝える仁宗朝の官僚の上

言では「真宗朝…時以員数閥少」とある。この

史料によると，仁宗朝には恩例に借りて叙授を

求める者が増えたといい54），やや濫授の傾向が

看取されるが,その後は北末末欽宗朝の76員を

除いて少員数に抑えられたようである。こうし

て見ると，真宗朝の「数百を諭えて叙授未だ巳

まず」という状況は甚だ異常であったといえよ

う。ともあれここで注目されることは，三班使

臣の員数が激増する真宗朝にかけて，開門祗候

表20　差遣別間職兼帯率

を兼帯する使臣の員数も同様に激増していると

いうことであり，そこには然るべき理由が存在

するものと考える55)。

　この点を考察するに当たり，開門祗候兼帯使

臣が任ぜられた差遣を分析してみることにす

る。梅原氏もその差遣について言及しておられ

るが，本稿では一般の三班使臣の差遣との相異

に注目したい。第１章に掲げた三班使臣の差遣

に関する表に開門祗候兼帯の欄を設けておいた

ので，この表を用いて差遣に見る特色を分析・

整理してみよう。

差　　　　遣
長　　　　編 宋　　　　史

備　　考
総　数 閤職数 ％ 総　数 開戦数 ％

Ａ

群

知　　　　州

知　　　軍

楽　　　　主

27

　7

20

18

　4

　5

67

57

25

20

　4

　5

９

３

４

45

75

80

すべて真宗・仁

宗朝
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Ｂ

群

都

監

路･複数州

州　・軍

県鎮城塞

15

19

　8

11

12

　4

73

63

50

18

　4

　1

14

　3

　1

　77

　75

100

監

押

州　・　軍

県以外

　8

20

１

０

13

　0

４

２

０

０

０

０

監

軍

複数州

　州

０

２

０

０

０

０

１

０

０

０

０

０

すべて太宗朝

鈴　　　轄 ２ １ 50 ４ ３ 75

都　　部　　署 １ １ 100 ０ ０ ０

Ｃ

群

巡

検

使

都巡検

複数州

　州

県以下

26

20

12

10

ｎ

　７

　５

　２

42

35

42

20

２０

　７

　２

　２

１５

　１

　０

　０

75

14

　0

　0 県は３例

Ｄ
群
監　　当　　官 34 ３ ９ ０ ０ ０

　上表は三班使臣の通常の差遣について，上述

の表を統計的に整理したものである。典拠とし

た史料のうち『末史』は専伝を特つ者の経歴を

主として採録したので，当時の実態を窺う上で

全面的には依拠し難く，従って分析は『長編』

の数値を拠り所とし，『宋史』は参考するに止ど

める。喪中，高い就任率を示すものを挙げると，

Ａ群の地方長官では知州67％･知軍57％(知州

軍では70％)，B群の監軍では路分あるいは複数

州の都監73％･州軍都監63％(軍以上の都監では

68％)･県鎮城商都監50％56),C群の巡検使では

都巡検使42％・複数州の巡検使35％・州巡検

使42％である｡以上の差遣に任ぜられた使臣の

二・三人に一人は必ず開門祗候を兼帯し，それ

も上級あるいは広域の差遣ほどその率が高いこ

とがわかる57)｡僅か一件ではあるが,州あるいは

軍政路の最高指揮官である都部署にの場合は洽

州都部署)を拝命したケースも見受けられる。か

かる傾向は『宋史』の数値からも同様に読み取

られ，特に『宋史』においては，検出件数こそ

少ないが，都監の上役で都部署と共に路・州の

軍政に与る炉轄への就任率の高さが目を引く。

　この外，開門祗候兼帯使臣が拝命した差遣・

任務としては，梅原氏も指摘される契丹への慶

賀使節や提点刑獄58)の外，提挙捉賊59)や提挙京

城倉草場6o)，あるいは前述した謀叛がらみの重

要案件の処理や対異民族最前線と中央との連絡

などの臨時の要務を挙げることができる。

　要するに，開門祗候兼帯使臣は主に軍事・警

察あるいは刑獄に関する上級資序の差遣や同じ

資序でも広域を管轄する差遣など重要性の高い

差遣に多く任用され，また臨時に皇帝の意を体

した勅使的任務を遂行したのであった。

　以上の３節で考察した諸点を勘案し，結論す

るに以下のごとくである。五代において純然た

る側近官僚集団であった三班組織は，末初の領

土拡大にともなう使臣増員政策によってその特

質を失った。しかし，従来の三班使臣が担って

きた皇帝の権力装置として主に軍事・警察に関

する国政末端の要所を督御するという機能は，

その皇帝近侍の職制により側近官僚としての特

質を後天的に具有するに至った，開門祗候を兼

帯する使臣によって補完され，統一を完了した

新たな段階における皇帝独裁体制の維持・強化

が図られた。真宗・仁宗朝に見られる開門祗候

員数の増加傾向は，請託をうけての濫授か主た

る原因であったというが，その様な現象の背景

には開門祗候兼帯使臣の積極的育成という政治

方針が胚胎していたものと考える。

結語

　唐代に内宮の卑職として発生した三班使臣は

五代に入ると外廷の側近官僚組織に転化し，宋

初には五代的特質を一部に残すものの，量的・

質的変化を余儀なくされて，やがてその内部に
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開門祗候兼帯使臣という新たな側近官僚集団を

派生せしめることになった。しかし，その開門

祗候も猟官の的とされて濫授の傾向を生じ，質

的低下を来していった。

　こうして見てくると，皇帝を中心に側近官僚

集団が内より波紋状に生成されてきていること

が窺えよう。集団の規模が拡大し，側近的色合

いが薄れてくると，新たにより内なる側近集団

が生まれてくるという一般的図式である。しか

し，ここで看過してならないことは，唐・五代

の三班使臣が皇帝との私的縁故によって起用さ

れ側近官僚として活躍したのに対して，末代の

開門祗候兼帯使臣はその君側祗候という職制に

よって側近性を具有するに至った，すなわち制

度を通じて生成された側近官僚であったという

点である。隊伍より頭角を顕し，藩鎮を踏み台

に登極した五代の皇帝，あるいは禁軍の長宮殿

前部点検であった末の太祖，そしてその片腕と

して統一と政権の基礎固めに奮迅した太宗等

は，その潜竜時代に多岐にわたる人脈を築きつ

つ政権を獲得していったのであるが，真宗以降

の皇帝は宮中に潜竜時代を過ごしたため，その

様な人脈形成において甚だ劣るものがあったで

あろう。そこで，登極した彼らは改めて己の耳

目爪牙を蓄養するべく，制度を通じて人材の蒐

収を図ったものと考える。

　ところで，開門祗候の質的低下は取りも直さ

ず側近官僚としての存在意義の喪失を意味する

ものであり，改めてこれを補完する皇帝の耳目

爪牙的宮原が希求されたものと推測する。ここ

で注目されるのが，「寄班祗候」なる肩書を帯び

た三班使臣，および「入内内侍省・内侍省」の

使臣すなわち三班使臣を兼帯した内宮の活動で

ある。これらに就いての考察は続稿に譲る。

　　　　　　　　　　　　註

１）梅原郁『末代官僚制度研究』同朋舎，1985

2）拙稿「唐･五代三班使臣考―宋朝武班研究その（一）

　一」（『末代の社会と文化』汲古書院，1983）

3）小岩井弘光「北末の使臣について」（『集刊東洋学』

　48，1982），梅原郁「末代の武階」（『東方学報』<京

　都〉56，1984）。なお梅原氏の玉稿は補訂のうえ註１）
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　に第２章として収録されており，今後本稿で引用す

　る梅原論文とはこれを指す。

４）三班使臣の起源に関して，梅原論文では『雲麓漫

　紗』巻４の「使臣之義，始於藩鎮」の記事から，使

　臣の語がそもそも「節度使の使院を中心に畔召され

　た幕戦宮」をさすものであったかに理解しておられ

　る（P106）。この点における筆者の見解との相異につ

　いてはかって論じたところであり，ご参照いただき

　たい。「回顧と展望：中国一五代・末･元」（『史学雑

　誌』95－1，1986）

5）五代の三班使臣補任者は，後唐荘宗朝の内宮を除

　き殆どが士人であり，それも皇帝に対し強い忠誠心

　を抱いた者たちであった。本論に挙げた潜竜時代以

　末の旧臣の外，皇帝と姻戚関係にある者・皇帝親臣

　の縁故者･「死事臣」の子弟･父の蔭による者などを

　指摘することができる。彼らと皇帝との関係につい

　ては改めて後述する。

６）註２）拙稿を参照されたし。

７）筆者は五代の三班使臣に関して，唐代の令外内廷

　宮に起源する枢密使および内諸司使等で構成された

　側近的官僚機構の末端組織にあたり，内諸司使等の

　要言に補す皇帝親信官僚を蓄養する母体であった，

　との認識を得ている。軍事緊要な折から，かかる側

　近官僚は軍事面の任務を委ねられ活動したため，末

　代に至ると文官に対置される武官として位置付けら

　れ，三班使臣は五代の側近的官僚機構における班序

　のまま，武官の末端に据えられることになったと考

　える。なお，三班使臣の上に位置する内諸司使につ

　いての唐･五代における遡及的考察は後日行いたい。

８）『文献通考』巻59，戦官13，都総管の項に

　　　末帆賜歩軍部総管，以節度使充。副総管以観察

　　　以下充。有止一州者，有数州為一路者，有帯両

　　　路三跡者。

　とある。同項が引く『戦略』によると，廟誹を避け

　て旧「部署」を「総管」に改めたという。都部署は

　五代・末初に頻見される行官軍の総指揮官であり，

　これには（兵馬）部監を添差するのが一般であった。

９）『末史』巻287，末淀伝に

　　　　（末混）換如京副使…為環慶路都監。与知環州

　　　張従古，檀発兵襲敵。不与部署叶謀，又士卒有

　　　死傷者。責授供奉宮。

　とあり，環慶路部監末混が降格された由因のひとつ

　に,部署に無断で用兵したことが挙げられているが，

　これよりすれば都監は管区の軍政に関して部署と協

　議することができたものと推測される。ところで同

　書巻349，賓舜卿伝に
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　　　賓舜廓…以蔭為三班奉職…詳府州兵馬監押。夏

　　　人犯塞。舜柳欲襲撃，挙蜂求援於大将王凱。凱

　　　弗応。舜擲度事，急提州兵出戦，勝之。

　とあり，この場合は監押であるが，緊急非常の際に

　は独断で兵を動かしていることがわかる。統兵官の

　軍政に開し，臨機応変な弾力的関与を認められてい

　たのではないかと考える。

10）「宋史」巻167，職官７，巡検使の項

11）「宋史」巻167，職官７，監当官の項

12）佐伯富『宋代走馬承受の研究一君主独裁権研究の

　一鮑－』（「東方学報」〈京都〉9，1938）

13）『長編』巻192，仁宗一嘉祐５年８月乙酉の条

14）三班使臣が犯罪事件の検察や訴訟の裁決あるいは

　司法業務の監査など，いわゆる刑獄に携わった事例

　を『宋史』の列伝より挙げてみよう。

　　上官正　雍煕中，召授殿前承旨，麿遣鞠獄。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（巻308）

　　張照　　（太宗朝）遷殿直，款州監軍。兇人黄行

　　　　　　達弟坐法抵死。行達脛州将故入其罪。詔

　　　　　　宣州通判姚鉉，与照鞠之。即日決遣。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（巻308）

　　秦磯　　（太宗朝）改西頭供奉官。決獄于淮南諸

　　　　　　州。　　　　　　　　　　　　（巻309）

　　謝徳権　（真宗朝）改右侍禁…加開門祗候…会有

　　　　　　兇人劉嘩・僧澄雅，訟執政与許州民，陰

　　　　　　構西夏為叛者。詔温仲舒・謝泌鞠問，令

　　　　　　徳権監之。　　　　　　　　　（巻309）

　　李允則　（太宗朝）改左班殿直…使河東路，決繋

　　　　　　囚，原治建欠。又使荊湖，察官吏，与転

　　　　　　運使，検視銭帛器甲刑獄。　　（巻324）

15）三班使臣による官僚･将卒の訪察の事例としては，

　註14）に挙げた李允則（「使荊湖察官吏」）の例の

　外，『長編』巻111，仁宗・明道元年五月娶酉の条に

　　　命内殿崇班開門祗候劉永別，点検河北東西路城

　　　池器甲，偽密訪官吏能否及縁辺利害，以聞。

　とあって，内殿崇班劉永別が河北路の官吏の能否を

　密かに訪察し報告したことを伝えている。なお，彼

　が帯びた開門祗候なる官職については後に詳述す

　る。ところで又，『国老談苑』に「田錦知制胞。太宗

　命三班奉職出使，回上殿，因訪民間利病。錦上言日

　…」とあって¶･｀j三班奉職が民間の利病を報告してい

　る。

16）三班使臣による辺備の検閲の事例としては，註

　15）に挙げた内殿崇班劉永劃が河北路の軍事施設お

　よび武具の点検を行ない，辺防上の得失を視察して

　報告したことが指摘される外，「宋史」巻268，周螢
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　伝に

　　　周壁，濃州景城人…太宗潜邸時，壁得給事左右。

　　　即位,補殿直…遷供奉官…又使緩銀州，按辺事。

　とあり，太宗潜竜時代以来の旧臣である供奉官周壁

　が西北辺境の絨・銀州に派遣され，辺防状況を視察

　したことが伝えられている。

17）「宋史」の列伝によれば，太宗朝に供奉官石普が

　永興府下の諸県を寇掠する数百の賊を捕らえたこと

　　（巻324），真宗朝に侍禁趙滋が京西の叛卒を捕らえ

　たこと（巻324）が知られる。

18）「宋史」巻309，謝徳権伝に

　　　謝徳権…遷内殿崇班，提轄三司衝司。徳権為設

　　　條制，均其差使。

　とある。ところで同書巻470，趙賛伝に「趙賛…遷供

　奉官開門祗候…令専鈎校三司簿」とあり，三司帳簿

　の監査を命じられたことが知られる。

19）「宋史」の列伝によれば以下の諸例が検出される。

　　李允正　以蔭補供奉官，太平興国中，掌左蔵庫，

　　　　　　屡得升殿奏事。　　　　　　（巻273）

　　魏震　　（太宗）因召廣邸中。即位，補殿直…従

征河東，掌行在左蔵庫。

安忠　　事太宗藩邸，殆二十年。太宗即位，授東

　　　　頭供奉官，掌弓箭庫。　　　（巻276）

劉蒙正　乾池中，以蔭補殿直。遷供奉官…（太宗

　　　　　　朝）又掌朝服法物庫。

20）『宋会要』の職宮11，三班院の項に

　　　太宗太平興国六年二月，命御厠副使権守素・供

　　　奉宮簿備韓令宝，同検点供奉宮殿直承旨三班公

　　　事。

　とあり，また『宋史』巻273，李允正伝に

　　　　（李）允正…以蔭補供奉宮…雍煕中，与張平同

　　　掌三班

　とあって,宣徽院から三班が分離独立した太宗朝に，

　当時三班使臣の最上位にあった供奉宮がこれを統べ

　たことが知られる。

21）『宋史』の列伝によれば以下の事例が検出される。

　　楊允恭　（太宗朝）改内殿崇班。時縁江多賊，命

　　　　　　督江南水運，因捕寇党。　　（巻309）

　　謝徳権　（真宗朝）遷内殿崇班…又命提総京城四

　　　　　　排岸，領護汁河，兼警輦運。（巻309）

　　高継宣　以恩補西頭供奉宮，恵民河巡警漕船。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（巻289）

22）『宋史』巻309，楊允恭伝に「楊允恭…太平興国中，

　以殿直掌広州市舶」とある。

23）「宋史」巻309，秦義伝に「秦義…改西頭供奉宮･‥

　提点淮南西銘茶塩」とある。

(巻309)

立，授東

(巻276)

･･(太宗

(巻263)



24）契丹正且・生辰使節には文官の正使と武官の副使

　が任命されるが，武官は三班使臣が殆んどを占め，

　その悉くが後述の開門祗候を帯びている。

25）『宋史』巻326，張君平伝に

　　　天聖初，議塞滑州決河。以君平習知河事，命以

　　　左侍禁，篆書滑州事兼修河都監。

　とあり，また『長編』巻118，景祐三年五月辛卯の条

　に

　　　以儀鸞使雲州刺史内侍副都知王守忠，為肩州修

　　　河鈴轄。内殿崇班李保酷為都監。

　とある。なお，『長編』中には三班使臣が河川修築の

　監督に任じた事例が頻見される。

26）『宋会要』儀制６，章臣奏事の項に

　　　旧制，総管至駐泊都監，井内職開門祗候以上差

　　　知州軍監・巡検，並上殿。慶暦以来，諸路大提

　　　挙捉賊・諸路安撫副使・都監，亦聴上殿。

　とあり，同景徳三年八月十三日の条に

　　　詔開門，自今河北河東映西沿辺・川峡広南兵馬

　　　都監開門祗候以上，許上殿。自余有公事，令実

　　　封以開。

　とあり，また『続墨客揮犀』，武臣上殿不得過為文飾

　の項に

　　　慶暦中，河北大水。仁宗憂形於色。有走馬承受

　　　公事使臣到闘，即時召対，問河北水災何如。使

　　　臣対日，懐山襄陵。又問百姓如何。対日如喪考

　　　批。上黙然。既退，即詔開門，自今武臣上殿奏

　　　事，並須直説，不得過為文飾。

　とあって，地方官では開門祗候を帯びた知州軍監，

表22 三班容積の増設

　　　B仙et池原Bゆ卸Ｕｎｉｗｎ吻Jmlior Co11曙e,7（1988）

　軍事担当では駐泊都監や諸路安撫副使・都監あるい

　は開門祗候を帯びた沿辺の兵馬都監及び走馬承受公

　事，警察関係では開門祗候を帯びた巡検使や諸路大

　提挙捉賊などの差遣に就いた三玩使臣の升殿奏事が

　許されていた。また本文中の史料にあるごとく，臨

　時に拝命した任務の性格によっては升殿奏事が許さ

　れたものと考える。註19）に示した李允正の場合，

　左蔵庫を管掌し「屡得升殿奏事」とある。

27）r文献通考』巻315，興地1

28）『文献通考』巻152，兵４が載せる嘉祐７年の韓埼

　の上言によると，北宋前半期の兵員数の推移は下表

　の如くである。

表21 北宗前半の兵員数

時　　代 総兵員数（人） 禁兵数（人）

太祖・開宝

太宗・至道

真宗・天禧

仁宗・慶暦

　378,000

　666,000

　912,000

1,259,000

193,000

358,000

432,000

826,000

　表によると太宗朝末から真宗・仁宗朝にかけて兵員

　数が激増していることがわかるが，かかる傾向はそ

　のまま沿辺屯戌兵員数の推移と見なしてよかろう。

　とするならば，屯戌兵の統轄に与る都監・監押など

　三班使臣が任ずる軍事関係の職事も，兵員数の増加

　に伴って激増したものと推測される。

29）註3）

30）表22

時　　　代 官　　　　　名 未　　入　　流

唐　代 東西頭
供奉官

左右班
殿　直 殿前承旨

五　　代
宋・太祖

太　宗
端供中 詔
淳化2/1 内殿

崇班
左有
待禁

三班奉職 三班借職

真　宗
火中祥符2/1 内殿承制

三班
差使
三班
借差 殿侍

品　　　　位 正８ 正８ 従８ 正９ 正９ 従９ 従９ ※火中祥符の設官に非ず

31）『長編』巻22，太平興国六年二月の条。三班組織の

　実質的な独立であるが，これによって五代における

　要職であった宣徴院使は，職事中最も重要な業務を

　失い，これ以降形骸化の一途をたどる。拙稿「唐宋

41

　　　　　〈出典「通鑑」「旧五代史」「宋史」「長編」〉

　時代の宣微院使について一主に五代の宣徽院使の活

　動に注目してー」（『北代史学』18，1978）を参照さ

　れたし。

32）『長編』巻28，雍煕４年７月の条
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33）『長編』巻75，火中祥符４年４月丙寅の条

34）『宋史』の列伝によると牙職より任官した事例とし

　て以下のものが検出される。

　　李允則　菌種衛内指揮使，改左班殿直。（巻324）

　　王承街　署以牙職，開宝初，種内殿供奉官都知

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（巻250）

　　張田　　以背為牙将…以功袖下班殿侍三班差使

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（巻326）

35）三司吏より任官した事例としては，三司小吏より

　左侍禁に抜擢された李溥が指摘されよう（『宋史』巻

　299）。

36）進士あるいは諸科不合格者が三班に種される場合

　もあった。盧鑑は「累挙進士不中，授三班奉職」と

　伝えられ『r宋史』巻326），史方は「応周易学究不中，

　種西第二班殿侍」と伝えられている（『末史』326）。

37）『二十二史箭記』巻25，宋恩菌之濫

38）『宋史』巻159，選挙志５，蔭種

39）『長編』巻84，火中祥符八年正月巳丑の条。これよ

　り承天節・南郊の恩例を表示すると以下の如くであ

　る。

表23　承天節・南郊の悪例

臣僚の官職 子弟蔭補の官

（Ａ）承天節 子 弟姪孫

宰臣，枢密，節度帯平章事（使相） 東供奉 左侍禁

枢密使,参知政事,枢密副使,宣徹節度使 西供奉 右侍禁

左右僕射，太子三少，御史大夫

文明・資政殿大学士，諸行尚書 左侍禁 左殿直

三司便，翰林・資政殿・翰林侍読侍講・
龍図閣･枢密直学士，左右常侍、上将軍，
統軍，太常・宗正卿，御史中丞，左右丞
諸行持郎，両便留後，観察便，内侍省便

右侍禁 右殿直

給事，諌議，中書舎人，知制詰
龍図開直学士・侍制，三司副使，防禦･

団練，客省，引進，四方館，開門使
枢密都承旨

右殿直 奉　職

大郷監，帯職少郷監，諸州刺史 奉　職 借　職

（Ｂ）南郊 子 弟姪孫

刺史以上は「承天節」と同じ

諸衛大将軍，少卿監，諸行郎中，
帯職員外郎，内諸司使，枢密諸房承旨 奉　職 借　職

諸衛将軍，諸司副使 借　職

枢密諸房副使承旨 同学究
出身
→借職

※官名は史料にあるまま記した。

　40）数例を表示すると以下の如くである。
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表24（a）

契丹・西夏の来降者 三班官 長編

契丹供奉李信

契丹開門使寇卿の子、用和

契丹帰明人張惟良

契丹薬王知客陽勅

契丹平州牙校韓守栄

李元臭防禦使曙埋

李継遷の子、阿尹克元

供奉官

奉　職

　ﾉﾉ

借　職

　ﾉﾉ

右殿直

借　職

巻55

　50

　122

　54

　ﾉﾉ

　124

(b)

少数民族の首長等 三班官
出典
(長編)

帰化黄慶集

内付白豹察都指揮使裴永昌

西蕃策卜善沁

西蕃首領策ト騰沁

蛮曾郵文志・黄文晟・黄土元

西界努焉族団練使鴉爾布

奉　職

　　ﾉﾉ

　　ﾉﾉ

　　/ﾉ

　　ﾉﾉ

殿　直

巻64

巻123

　126

　ﾉﾉ

巻152

　ﾉﾉ

41）註1）（P133～P142）

42）「宋史」巻166，職官志６，東西上開門

43）宮崎市定「宋代官制序説‐宋史職官志をいかに読

　むかー」（佐伯富編「宋史職宮志索引」所収，1963，

　東洋史研究会）

44）「長編」巻19，太平興国３年11月丁亥の条に

　　　遺供奉宮開門祗候呉元載・太常寺太祝母古，為

　　　契丹正賀使。元載，延祚之子也。

　とあるのが，筆者管見の限り始見である。

45）「宋会要」47，儀制３，朝儀班序の項の太祖･乾徳

　２年２月１日の条に

　　　詔，重定内外宮儀制。有司請，令上将軍在中書

　　　侍知之下，大将軍在少卿監之下，諸衛率副率在

　　　東宮五品之下，内客省使視大卿，客省使視大監，

　　　引進使視庶子，判四方館事視少蜘，開門使視少

　　　監，諸司使視郎中，客省・引進・開門副使視員

　　　外郎，諸司副使視太常博士，通事舎人従本品，

　　　供奉宮視諸衛率，殿直視副率，枢密承旨視四品

　　　朝宮，兼南班宮諸司使者従本品，副承旨視寺監

　　　丞，諸房副承旨視南省都事,凡視朝害者本品下，

　　　視京官者在其上。

　とあり，横行の内客省使以下三班使臣に至る武官の

　寄禄官と枢密承旨等官職に関して，文官寄禄害との

　視品（対応）関係が規定されている。ところで，同

　項太宗・淳化４年６月の条に

　　　詔，金吾左右衛上将軍在尚書下，六統軍諸衛上

　　　将軍在中書侍郎下，節度使在常侍之上，観察使

　　　在秘書監之上，防禦・自1練使在庶子之下，刺史



　　　在太子僕之下，昭宣使視品同開門使，内殿崇班
　　　　　　　　　　　●●●●●●●●●　　●●●●　　　尽開門単眼雄琴帚木木，悟琴雄副率，撃原雄琴

　　　作郎,奉職借職在幕職言上,枢密承旨視少卿監，
　　　　●●　●●●●●●●●・　　　副承旨視洗馬，余如旧制。（傍点は筆者）

　とあり，昭宣使・内殿崇班・侍禁・三班奉職・三班

　借職などの武官寄禄言と開門祗候の視品の規定，お

　よび殿直･枢密承旨の視品の改定か指揮されている。

　昭宣使（淳化４年２月設置）および内殿崇班以下借

　職までの寄禄言が，すべて乾徳２年以降に設けられ

　たものであることを考えると（註30）参照），この詔

　は乾徳２年２月に制定された「内外容儀制」につい

　ての，新設営の視品の規定を含んだ追加修正措置で

　あったと考えられる。とするならば，内殿崇班と併

　記されている開門祗候もまた乾徳２年から淳化４年

　の間に制度上正式な官職として設置されたのではな

　いかと推察される。

46）『長編』巻194，嘉祐６年７月王辰の条に

　　　大常礼院及整粛禁衛所並言，請自今駕出，以開

　　　門祗候井内臣各二員，挟駕頭…定此制。

　とある。

47）『宋史』巻290，曹利用伝に

　　　曹利用…改右班殿直…契丹寇河北，真宗幸浪州

　　　…使王継思議和，択可使契丹者。利用適奏事行

　　　在。枢密院以利用応選。帝日，此重事也，母軽

　　　用人。明日枢密使王継英又薦利用。遂授開門祗

　　　候・崇儀副使…和議遂定。利用率約書以帰。擢

　　　東上開門使。

　とある。ところで，これによると曹利用は崇儀副使

　で開門祗候を兼帯したかに受け取られるが，開門祗

　候には三班使臣が任用されるのが常制であった。曹

　利用の場合は『長編』巻58，景徳元年十月の条に「授

　利用開門祗候，仮崇儀副使」とあり，遼との交渉を

　委るに当り，宋の全権大使としては殿直の卑階が憚

　られたため，諸司副使身分を仮授したものと考えら

　る。同年十二月丁亥の条に「以殿直開門祗候曹利用

　為東上開門使」とあって，和議成立後，改めて殿直

　から開門使に破格の抜擢をしている。

48）註15）参照

49）『宋史』巻463，郭崇仁伝

50）尤も開門祗候兼帯使臣の中には開職就任前から皇

　帝と私的縁故をもつ者もおり，彼らは就任後，皇帝

　との信頼関係を更に強めたものと考える。

51）『長編』巻117，景祐２年10月戊辰の条に

　　　詔，挙開門祗候，自今須嘗経辺任，有材武善弓

　　　馬者，乃聴之。

　とあり，また同書巻118，景祐３年６月己酉の条に
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　　　詔，自今挙使臣為開門祗候者，須歩射弓力九吋，

　　　騎射七吋為合格。恐送三班院，景策辺事，然後

　　　臨軒覆試之。

　とある。　　　　　　　　　　　　　　「Ｊl

52」『長編』巻142，慶暦３年８月乙部の条に

　　　詔，開門祗候曽圧知州軍・提点刑獄公事着，依

　　　七品例漬銅。

　とある。因に三班使臣は８品と９品に位置する。

53）『長編』巻141，慶暦３年５月契巳の条に

　　　翰林学士承旨丁度等言，比奉詔詳定帥臣見所部

　　　儀制，請自今開門祗候及路分都監以上，見回路

　　　招討使，庁上公参，供奉以下者庭参，其走馬承

　　　受及非通轄者，勿拘此。従之。

　とある。

54）『識官分紀』巻44，開門祗候の項に

　　　天聖六年，上封者言，三班使臣帯開門祗候，並

　　　代諸司使副使差遣。窃以，太宗時，開門祗候人

　　　数不多。真宗朝，置諸路提点刑獄，以開門祗候

　　　同充。時以員数闘少，特令臣寮臭挙久歴外圧有

　　　労績着任之。自後唄以七人臭挙除授。近年，皇

　　　親及臣寮，過聖節，及差遣拝亡歿遣表，有陳乞。

　　　走馬承受亦以三年承例，不間有無才幹，並特転

　　　開門祗候。欲望，自今供奉官合該転者，並只与

　　　転内殿崇班，其在京及外任白米差開門祗候勾当

　　　去處，令枢密院相度，選差袴禁以上使臣充填。

　　　従之。

　とあって，真宗朝に少員数に抑えたものの，仁宗朝

　には聖節の恩例や殉識者の遣表に借りた請託，ある

　いは走馬承受公事の恩典によって，開門祗候兼帯使

　臣が濫りに増えるとともに，そめ質的低下が生じて

　きたことを窺わせる。

55）真宗朝の官僚数については，古垣光一氏の論考が

　ある。「末代の官僚数について」（『アジア史研究』く中

　央大〉8）

56）『長編』巻160，慶暦３年５月突巳の条に

　　　詔，陳留・康郎・襄邑・尉氏・咸平・陽武等六

　　　県兵馬都監，自今開封府及府界提点司，更挙開

　　　門祗候曽経外征着為之。

　とあり，開封府下の諸県の兵馬都監は開門祗候より

　選任されたことがわかる。

57）前掲の表を利用して，寄繰言別の差遣に見る開門

　祗候兼帯率を整理したのが下表であるが，寄禄官に

　より担う差遣の種類には違いが見られるものの，総

　じてどの寄禄官にあっても高資序・広域差遣におけ

　る開戦兼帯着の就任率が高いことがわかろう。

-･IW
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表25　寄禄官別の差遣における閤職の就任率

差　　　遣
内殿承制 内殿崇班 供奉官 侍　　禁 殿　直

そ　の　他
ａ ｂ ％ ａ ｂ ％ ａ ｂ ％ ａ ｂ ％ ａ ｂ ％

Ａ

郡

知　　　　　州

知　　　　　軍

楽　　　　　主

４

０

０

４

０

２

100

　0

　0

３

２

０

５

２

１

　60

100

　0

６

１

０

８

２

２

75

50

　0

３

１

３

５

１

８

　60

100

　38

２

０

２

３

１

５

67

　1

40 奉職・借職１

Ｂ

郡

都

監

路・複数州

州　・　軍

県鎮城察

２

２

０

２

３

０

100

　67

　0

４

０

２

８

２

２

　50

　0

100

３

３

２

３

４

４

100

　75

　50

２

６

０

２

７

３

100

　86

　0

０

１

０

０

１

０

　0

100

　0

監

押

州　・　軍

県　以　下

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

２

１

０

０

０

０

　1

11

０

０

１

０

４

５

25

　0

鈴　　　　轄

都　部　　署

０

０

０

０

０

０

０

１

０

１

　0

100

０

０

０

０

０

０

１

０

１

０

100

　0

０

０

０

０

０

０

Ｃ

郡

巡

検

使

都　巡　検

複　数　州

　　州

県　以　下

１

０

０

１

１

１

０

１

100

　0

　0

100

０

１

０

０

９

２

０

０

　０

５０

　０

　０

５

１

２

０

９

２

２

０

　56

　50

100

　0

２

２

１

１

３

５

５

２

67

40

20

50

３

３

２

０

４

６

４

４

75

50

50

　0

Ｄ
郡 監　　当　　官 ０ ０ ０ １ ０ ０ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

※ａ欄は総数　ｂ欄は閤職兼帯者数数値は『通鑑』による。

58）表７を参照

59）表８を参照

60）表６を参照

ﾄ f ～
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